
（
七
五
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺

│
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」

│Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー

加　

藤　

紘　

捷　
　

訳

菊　

池　

肇　

哉

訳
者
解
題

は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
八
七
一
年
八
月
、
英
国
の
『
マ
ク
ミ
ラ
ン
雑
誌
』M

acm
illan ’s M

agazine

の
第
二
四
号
（pp. 287-296.

）
に
掲
載
さ
れ

た
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」（T

he developm
ent of the C

om
m
on L

aw

）
と
題
す
る
論
文
の
邦
訳
で
あ
り
、

翻　

訳

七
五



（
七
六
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

ダ
イ
シ
ー
の
伝
記
作
家
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ス
グ
ロ
ー
ブ
（R

ichard C
osgrove

）
に
よ
る
ダ
イ
シ
ー
論
文
リ
ス
ト
（
一
九
八
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、

F
ortnightly R

eview

に
お
け
る
二
つ
の
論
文
、
一
八
六
七
年
「
法
的
エ
チ
ケ
ッ
ト
」L

egal E
tiquette

と
一
八
六
八
年
「
自
由
の
法

的
限
界
」T

he L
egal B

oundaries of L
iberty

に
続
く
、
恐
ら
く
は
第
三
番
目
の
論
文
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
イ
シ
ー
の

著
作
品
の
中
で
は
比
較
的
初
期
に
位
置
し
、
一
八
七
〇
年
、
ダ
イ
シ
ー
が
三
六
歳
の
時
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
マ
法
欽
定
教

授
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
親
友
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
イ
スJam
es B

ryce

と
の
長
期
に
わ
た
るG

rand T
our

、
い
わ
ゆ
る
〝
ア
メ
リ

カ
見
聞
旅
行
〞
に
行
っ
た
翌
年
に
書
か
れ
た
著
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
奇
し
く
も
ダ
イ
シ
ー
論
文
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
日
本
の
明
治
維

新
と
同
時
に
開
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」

│
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
当
時
の
社
会
状
況

本
論
文
の
九
割
は
、
英
米
法
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
及
び
そ
の
発
展
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
内
部
の
エ
ク
イ
テ
ィ
に
よ
る
改
革
、
そ
し

て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と
は
別
系
統
の
大
法
官
府
裁
判
所
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
確
立
を
、
ロ
ー
マ
法
の
「
市
民
法
、
厳
格
法
」
と

「
法
務
官
法
、
名
誉
法ius honorarium

」
と
の
対
比
に
よ
っ
て
二
元
的
英
国
判
例
法
の
発
展
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
本
論
文
の
題
名
か
ら
、
本
稿
は
憲
法
学
者
た
る
ダ
イ
シ
ー
が
英
国
憲
法
の
未
来
を
予
測
し
た
内
容
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
読
ん
で
み
る
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
英
国
の
エ
ク
イ
テ
ィ
の
発
展
の
諸
相
を
「
コ

モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」
と
の
表
題
に
託
し
て
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〝
発
展
・
進
展developm

ent

〞
と
い
う
未

来
志
向
の
言
葉
の
選
び
方
に
、
そ
の
自
由
主
義
的
、
進
歩
論
者
的
、
ホ
イ
ッ
グ
的
な
ダ
イ
シ
ー
の
嗜
好
が
汲
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
本
論
文
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
は
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
論
」
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ー

＊
一

七
六



（
七
七
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

マ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
ホ
ィ
ッ
グ
党
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
第
一
次
内
閣
（1868-74

）
に
よ
る
司
法
改
革
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、

一
八
七
三
年
最
高
法
院
法
（S

uprem
e C
ourt of Judicature A

ct 1873

）
に
よ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
エ
ク
イ
テ
ィ
の
管
轄
権
は
統
合
さ

れ
、
大
法
官
府
裁
判
所
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
管
轄
は
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
る
。
本
ダ
イ
シ
ー
論
文
は
、
そ
の
前
夜
の
改
革
論
が

吹
き
す
さ
ぶ
渦
中
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

先
述
の
ダ
イ
シ
ー
の
渡
米
す
る
前
に
出
版
し
た
処
女
本
、A
 T
reatise on the R

ules for the S
election of the P

arties to an 

A
ction,

（L
ondon, 1870

）
も
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
エ
ク
イ
テ
ィ
の
管
轄
権
の
複
合
性
に
よ
り
複
雑
化
し
て
い
た
「
市
民
請
願
」
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
よ
り
単
純
な
少
数
の
主
導
的
原
理
に
基
づ
き
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ス
グ
ロ
ー
ブ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
、
ダ
イ
シ
ー
は
既

に
、
後
の
『
憲
法
序
説
』
で
見
ら
れ
る
複
雑
な
英
国
憲
法
の
現
状
を
単
純
な
少
数
の
主
導
的
原
理
に
基
づ
き
ま
と
め
て
見
せ
る
と
い
う
才

能
を
既
に
見
せ
て
い
た
と
評
さ
れ
る
。
渡
米
後
の
最
初
の
論
文
で
あ
ろ
う
、
当
論
文
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」
は
、
そ
の
よ
う
な
渡
米

前
の
ダ
イ
シ
ー
の
学
問
的
関
心
か
ら
自
然
に
延
長
・
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
、
ダ
イ
シ
ー
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
形

式
性
を
正
義
の
概
念
か
ら
緩
和
す
る
衡
平
法
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
に
よ
る
「
法
改
革L

aw
 R
eform

」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ダ
イ

シ
ー
に
と
っ
て
、
実
体
的
正
義
で
あ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
発
展
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
中
で
の
法
改
革
で
あ
り
、
か
つ
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
的
な
「
社
会
に
お
け
る
法
進
化
の
過
程
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
当
時
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
に
よ
る
「
立
法
に
よ

る
司
法
改
革
」
の
最
終
段
階
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

ダ
イ
シ
ー
が
立
て
た
主
要
な
問
い
は
、「
英
国
法
は
い
か
な
る
事
情
で
、
二
つ
の
違
っ
た
あ
る
側
面
で
は
相
互
に
敵
対
的
で
さ
え
あ
る

裁
判
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
二
つ
の
法
的
枠
組
み
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
か
け
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
英
国
の
通
常
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
、
彼
ら
に
よ
る
裁
判
制
度
の
内

七
七



（
七
八
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

部
に
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
自
身
の
法
の
改
良
、
若
し
く
は
変
更
を
化
体
せ
し
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
で
は
、
大
法
官
府
裁
判
所
の
よ
う
に
、
独
立
に
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
を
運
用
す
る
裁

判
所
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
、
な
の
に
な
ぜ
、
英
国
で
は
大
法
官
府
裁
判
所
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
こ
と
は
、

ま
さ
に
大
法
官
府
裁
判
所
の
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
管
轄
権
に
大
鉈
を
振
っ
た
数
年
後
の
一
八
七
三
年
最
高
裁
判
所
法
を
考
え
る
上
で
の
焦
点

で
も
あ
っ
た
。コ

モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
衡
平

留
意
す
べ
き
な
の
は
、「
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済equitable rem

edy

」
や
「equitable principle

エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
原
則
」
と
翻
訳

さ
れ
るequitable

と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
厳
密
に
「
衡
平
法
裁
判
所
」
の
み
で
使
用
さ
れ
る
規
定
で
は
な
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
に

も
エ
ク
イ
テ
ィ
が
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
の
英
米
法
の
教
科
書
や
辞
典
類
で
は
「
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
」

は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
は
別
系
統
の
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
で
し
か
使
用
で
き
な
い
と
い
う
峻
別
主
義
を
前
提
と
し
た
叙
述
が
し
ば
し
ば
目
に
付

く
。
が
、
そ
の
前
提
は
ま
ま
誤
解
を
生
じ
や
す
く
、
現
実
の
判
例
を
読
ん
で
み
る
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
で
し
ば
し
ば
「
衡
平
的
原

則
」
が
適
用
さ
れ
て
い
る
事
態
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
も
ダ
イ
シ
ー
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
を
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
導
入
と
大
法
官
府
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
導
入
の
二
つ
の
場
面
に
わ
け
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

裁
判
所
と
大
法
官
府
裁
判
所
の
両
者
に
わ
た
っ
て
エ
ク
イ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
叙
述
を
し
て
い
る
。
ダ
イ
シ
ー
の
表
現
を
借
り

る
な
ら
大
法
官
府
裁
判
所
の
エ
ク
イ
テ
ィ
と
は
別
に
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
衡
平equity of the com

m
on law

」
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
あ
ま
り
表
立
っ
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
日
本
に
お
け
る
英
米
法
学
の
基
礎
理
解
に
は
比
較
的
重
要
な
点

七
八



（
七
九
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

ダ
イ
シ
ー
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
段
階
を
、
三
段
階
に
分
け
て
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
⑴
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官

に
よ
る
、
擬
制
の
使
用
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
衡
平
の
段
階
、
⑵
大
法
官
府
裁
判
所
に
よ
る
近
代
以
降
の
衡
平
法
の
発
展
、
⑶

ベ
ン
サ
ム
や
功
利
主
義
者
達
に
よ
る
立
法
改
革
運
動
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
批
判
後
の
一
八
三
〇
年
代
か
ら
開
始
す
る
立
法
に
よ
る
司
法
改
革
、

で
あ
る
。
そ
の
内
、
三
番
目
の
一
九
世
紀
中
の
立
法
に
よ
る
司
法
改
革
は
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
没
後
刊
行
さ
れ
た
著
名
な
講
義
録
『T

he 

F
orm
s of A

ction at C
om
m
on L

aw
, 

（1909

）』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
八
三
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
ま
で
掛
け
て
行
わ

れ
て
お
り
、
ダ
イ
シ
ー
が
当
論
文
を
執
筆
中
は
正
に
そ
の
抜
本
的
な
立
法
改
革
の
渦
中
で
あ
っ
た
。

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
言
及
し
た
「
訴
訟
方
式
の
廃
止
」
に
し
て
も
、「
大
法
官
府
裁
判
所
の
エ
ク
イ
テ
ィ
管
轄
権
の
放
棄
と
最
高
法
院
へ

の
機
能
統
合
」
に
し
て
も
、
英
米
法
の
根
本
を
揺
る
が
す
大
改
革
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
日
で
は
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア

労
働
党
政
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
や
Ｅ
Ｕ
法
と
の
調
和
の
観
点
か
ら
、
三
権
分
立
や
『
一
九
九
八
年
人
権
法
』H

um
an R

ights A
ct 

1998

に
配
慮
し
て
、『
二
〇
〇
五
年
憲
法
改
革
法
』C

onstitutional R
eform

 A
ct 2005

に
よ
り
、
大
法
官
の
司
法
的
権
限
を
完
全
に
奪

い
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
こ
れ
に
匹
敵
し
得
よ
う
。
ダ
イ
シ
ー
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
ホ
ィ
ッ
グ
（
自
由
党
）
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
内
閣
の
司
法
改
革
は
、
そ
の
左
翼
的
伝
統
否
定
の
精
神
に
お
い
て
今
日
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
の
司
法
改
革
と
あ
る
意
味
、

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
第
三
の
段
階
で
あ
る
立
法
に
よ
る
司
法
改
革
は
、
ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
は
、

エ
ク
イ
テ
ィ
で
は
無
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
の
定
義
は
、「
エ
ク
イ
テ
ィ
は
、
そ
の
最
も
一
般
的
形
式
に
お
い
て
、
名
目
的
に
は
既
存
法
を
施
行
し

た
ま
ま
実
際
は
そ
れ
を
破
棄
す
る
と
こ
ろ
の
、
概
し
て
よ
り
正
当
で
あ
る
裁
判
所
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
原
則
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
さ
れ

七
九



（
八
〇
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
立
法
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
部
と
し
て
吸
収
さ
れ
、
エ
ク
イ
テ
ィ
で
は
な
い
。

上
記
の
区
別
自
体
は
、
伝
統
的
な
区
分
で
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
法
の
進
化
論
的
発
展
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
最
終
段
階
に
あ
る
は

ず
の
立
法
に
よ
る
司
法
改
革
と
言
う
手
段
に
、
ダ
イ
シ
ー
は
功
利
主
義
者
た
ち
と
は
違
っ
て
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
の
著
作
に
は
し
ば
し
ば
、
立
法
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
例
外
的
部
分
と
み
な
し
て
、
穏
便
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
立
法
に
対
す
る

敵
意
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
有
名
な
『
憲
法
序
説
』
に
お
い
て
、「
法
の
支
配
」
の
特
徴
の
一
つ
に
、
制
定
法
で
は

な
く
通
常
裁
判
所
の
判
決
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
敢
え
て
論
じ
た
の
も
、
あ
る
意
味
、
ダ
イ
シ
ー
の
立
法
に
対
す
る
判
例
法
へ
の
嗜
好
を

表
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
、
ベ
ン
サ
ム
の
弟
子
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
な
ど
と
ダ
イ
シ
ー
の
態
度
は
明
確
に
異
な
る
。

法
的
擬
制
と
エ
ク
イ
テ
ィ
：
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
の
影
響

こ
の
定
義
か
ら
、
ダ
イ
シ
ー
は
既
存
の
制
度
を
表
面
上
は
変
革
し
な
い
が
、
実
際
上
は
新
し
い
救
済
手
段
を
与
え
る
と
い
う
エ
ク
イ

テ
ィ
の
性
質
を
、
特
にthe B
ench

と
呼
ば
れ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
高
位
裁
判
官
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
と
関
係
さ
せ
る
。
そ
の

際
に
、
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、“legal fi ction ”

つ
ま
り
「
法
的
擬
制
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
「
法
的
擬
制
」
の
概
念
は
、
本
論
文
の

十
年
前
、
一
八
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
に
よ
っ
て
当
時
非
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
概
念
で
あ
り
、

本
論
文
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
の
叙
述
の
大
半
が
法
的
擬
制
と
言
わ
ば
裁
判
官
に
よ
る
「
脱
法
的
法
改
革
」
で
あ
る
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
の
発

展
と
に
費
や
さ
れ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
達
」
と
い
う
言
葉
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
進
化
論
的
史
観
と
、
こ
の
「
擬
制legal fi ction

概

念
」
に
対
す
る
注
目
は
メ
イ
ン
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
が
出
版
さ
れ
た
の
が
、
一
八
六
一
年
、
ダ
イ
シ
ー

＊
二

八
〇



（
八
一
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

二
六
歳
の
時
で
あ
る
。
同
年
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
法
理
学
領
域
の
確
定
』
の
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。
ダ
イ
シ
ー
は
訳
者
ら
が
前
号
で
翻

訳
し
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
離
任
す
る
際
の
、
言
わ
ば
自
分
の
学
者
生
涯
を
振
り
返
る
こ
と
と
な
っ
た
別
論
文
で
「
一
八
六
一

年
」
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
に
お
い
て
、
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
年
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
中
に
は
ダ
イ

シ
ー
自
身
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
に
も
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
か
ら
の
引
用
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
の
論
文
の

方
法
論
は
、
厳
密
に
「
分
析
法
学
的
」
で
あ
る
と
い
う
に
は
程
遠
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ダ
イ
シ
ー
論
文
で
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
か
ら
の

引
用
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
影
響
は
学
説
史
に
も
常
に
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
主
義
的
な
著
作
で

あ
る
メ
イ
ン
『
古
代
法
』
か
ら
の
ダ
イ
シ
ー
へ
の
影
響
の
方
は
、
今
日
で
は
、
法
史
学
か
ら
決
別
し
た
実
定
法
学
者
ダ
イ
シ
ー
像
の
影
に

な
り
、
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ダ
イ
シ
ー
の
学
術
的
方
法
論
を
理
解
す
る
上
で
、
メ
イ
ン
も
ま
た
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
影
響
と
二
本
柱
と
さ
え
な
り
得
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
法
務
官
法
の
発
達
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
法
原
則
と
い
う
も
の
が
形
式
主
義
的
に
定
義
さ
れ
る
と
、
か
な
ら

ず
、
社
会
発
展
に
よ
る
状
況
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
そ
れ
を
上
回
る
社
会
的
妥
当
性
を
有
す
る
行
政
的
対
応
、
も
し
く
は
、

妥
協
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ロ
ー
マ
法
は
「
純
粋
市
民
法
」
を
廃
止
せ
ず
に
、
行
政
的
法
務
官
で
あ
る
法
務
官
の
告
示
を
通
し
て
、
言

わ
ば
迂
回
的
に
、「
法
務
官
法
」
と
い
う
別
の
法
シ
ス
テ
ム
を
並
行
的
に
運
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
法
改
革
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

点
、
英
国
と
古
代
ロ
ー
マ
の
状
況
は
非
常
に
パ
ラ
レ
ル
に
対
比
し
て
見
受
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ダ
イ
シ
ー
は
そ
の
よ
う
な
「
衡

平
」
の
発
展
の
中
核
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
法
的
擬
制
を
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
定
訳
と
し
て
エ
ク
イ
テ
ィ
を
、
と
も
す
れ
ば
、
大
法
官
府
裁
判
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
固
有
の
法
制
度
と
い
う
意
味
で
、「
衡

平
法
」
と
機
械
的
に
訳
し
が
ち
で
あ
る
が
、
元
来
、
こ
の
言
葉
に
「
法
」
と
い
う
表
現
は
入
っ
て
い
な
い
。
上
で
、
ダ
イ
シ
ー
が
述
べ
て

八
一



（
八
二
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

い
る
よ
う
に
、
エ
ク
イ
テ
ィ
と
は
根
本
的
に
「
法
」
と
相
容
れ
な
い
反
対
概
念
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の

脱
法
的
性
格
が
「
衡
平
法
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
、
特
に
、
本
邦
に
お
け
る
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
エ
ク
イ
テ
ィ
」
の

存
在
の
十
分
な
認
識
に
先
述
の
通
り
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
最
後
に
触
れ
る
ダ
イ

シ
ー
の
本
論
文
で
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
コ
ア
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
「
司
法
に
対
立
す
る
行
政
的
逸
脱
行
為
と
し
て
の
エ
ク
イ
テ
ィ
」
の

中
核
に
関
わ
る
。
本
論
文
の
翻
訳
に
あ
た
り
、
ダ
イ
シ
ー
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
三
裁
判
所
と
大
法
官
府
裁
判
所
を
横
断
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ

観
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
で
処
理
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

先
述
の
通
り
、
ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
に
よ
る
正
義
の
是
正
、
す
な
わ
ち
衡
平
の
導
入
に
貢
献
し
た
の
は
、
法

定
費
用
収
入
を
め
ぐ
る
三
つ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
管
轄
権
争
い
で
あ
っ
た
。
本
来
の
民
事
事
件
（
特
に
契
約
）
は
民
訴
間
裁
判
所

C
ourt of C

om
m
on P

leas

の
管
轄
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
訴
間
裁
判
所
の
専
属
管
轄
権
を
財
務
裁
判
所C

ourt of E
xchequer

は
、
そ

の
よ
う
な
契
約
違
反
は
国
王
の
財
産
を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
建
前
か
ら
、
王
座
部
裁
判
所C

ourt of K
ing ’s B

ench

は
「
契
約
違

反
は
欺
罔
行
為
を
持
っ
た
「
直
接
的
権
利
侵
害T

respass

」
中
の
「
引
き
受
け
訴
訟action of assum

psit

」
に
あ
た
り
、
そ
の
意
味
で
、

「
国
王
の
平
和P

ax R
egis

」
侵
害
で
あ
る
と
い
う
建
前
か
ら
そ
の
管
轄
権
を
侵
害
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
は
そ

の
よ
う
な
建
前
も
一
種
の
「
法
的
擬
制
」
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
シ
ー
の
あ
る
意
味
、
非
常
に
サ
ー
カ
ィ
ス
テ
ィ
ク
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
法
定

手
続
料
が
裁
判
官
の
私
的
収
入
に
編
入
さ
れ
る
の
を
止
め
た
時
点
か
ら
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
に
よ
る
エ
ク
イ
テ
ィ
導
入
も
停
止
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ダ
イ
シ
ー
は
、
特
定
的
に
そ
の
時
期
を
上
げ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
は
一
七
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
敷
衍

し
た
中
央
集
権
化
に
よ
り
、
裁
判
官
が
高
級
官
僚
・
公
務
員
と
し
て
国
家
か
ら
の
定
額
の
俸
給
に
よ
り
収
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
い
わ

ゆ
る
「
裁
判
官
の
官
僚
化
」
の
過
程
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

八
二



（
八
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

大
法
官
府
裁
判
所
の
成
立
と
エ
ク
イ
テ
ィ

ダ
イ
シ
ー
は
、
論
文
の
最
後
の
残
り
二
頁
に
な
り
、
よ
う
や
く
、
本
来
の
当
論
文
の
目
的
で
あ
っ
た
大
法
官
府
裁
判
所
に
よ
る
エ
ク
イ

テ
ィ
管
轄
権
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
ダ
イ
シ
ー
の
視
点
と
い
う
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
か
つ
現
在
で
は
識
者
の
描

写
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
視
点
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
こ
で
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
法
か
ら
の
行
政
的
逸
脱
と
い
う
性
格
に

関
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と
国
王
の
中
央
行
政
府
の
距
離
と
権
力
分
離
が
語
ら
れ
る
。
本
稿
ダ
イ
シ
ー
に
よ
れ
ば
「
そ
し
て
、
大

法
官
の
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
司
法
へ
の
）
介
入
は
、
元
来
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
行
政
政
府
の
介
入
で
あ
り
、
国
王
と
い
う
も
の
は
、
通
常
裁

判
官
た
ち
が
法
の
技
術
性
に
よ
り
正
義
を
実
現
で
き
な
い
場
合
に
正
義
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
か
、
も
し
く
は
、
こ
れ
は
よ
り
説

得
力
の
あ
る
理
由
で
あ
る
の
だ
が
、
司
法
裁
判
所
が
無
力
で
彼
ら
の
判
決
に
実
効
性
を
も
た
せ
る
事
が
で
き
な
い
場
合
に
行
政
府
が
法
を

強
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
あ
り
得
る
推
測
で
あ
り
、
そ
れ
が

真
実
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。」

コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
王
権
か
ら
の
分
離
と
大
法
官
府
の
介
入

三
種
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
全
て
「
王
会A

ula R
egis

」
か
ら
分
化
し
た
も
の
だ
が
、
英
国
に
お
い
て
は
、
司
法
機
関
の
行
政

組
織
か
ら
の
分
離
が
非
常
に
早
期
に
行
わ
れ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
各
種
技
術
性
も
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
エ
ド

ワ
ー
ド
一
世
治
世
に
は
、
ガ
チ
ガ
チ
に
硬
直
化
し
て
い
た
。
近
代
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
司
法
裁
判
所
の
中
央
政
府
か
ら
の

独
立
は
非
常
に
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
あ
ま
り
に
も
早
期
か
ら
の
王
権
か
ら
の
分
離
は
、
コ
モ

八
三



（
八
四
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

ン
・
ロ
ー
の
硬
直
化
、
保
守
化
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
が
判
決
を
執
行
す
る
に
際
し
て
の
権
力
不
足
を
促
進
し
た
。
中
世
で
は
、
判

決
の
執
行
が
担
保
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
通
常
裁
判
所
の
手
続
き
で
は
正
義
が
担
保
さ
れ
な
い
場
合
の
、
最
終
的
な
責
任
は
正
義
の
源
泉
で

あ
る
国
王
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
国
王
は
正
義
を
国
民
に
担
保
す
る
正
義
の
源
泉
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
国
王
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
行
政
的
介
入
を
意
味
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
代
行
し
た
の
が
国
王
に
よ
る
政
府
の
第
一
の
官
僚
で
あ
る

大
法
官
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
シ
ー
論
文
に
よ
れ
ば
、
大
法
官
府
の
エ
ク
イ
テ
ィ
管
轄
権
の
機
能
は
、
本
来
は
、
中
心
的
な
王
権
の
行
政
官
と

し
て
の
逸
脱
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
早
期
か
ら
の
王
権
と
の
分
離
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
弱
体
化
と
保
守
化
に
よ
り
「
大
法

官
の
介
入
」
に
抵
抗
す
る
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
、
本
来
行
政
的
な
も
の
で
あ
っ
た
大
法
官
府
の
エ
ク
イ
テ
ィ
管
轄
権
を
固
定
化
さ

せ
、
裁
判
所
的
組
織
に
し
、
そ
の
こ
と
が
、
エ
ク
イ
テ
ィ
専
門
の
管
轄
権
を
持
つ
大
法
官
府
裁
判
所
の
存
在
を
英
国
に
許
し
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
の
確
立
は
、
大
法
官
の
良
心
と
い
う
よ
り
、
行
政
権
力
よ
り
遠
ざ
か
っ
て
い
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
抗
え

な
い
大
法
官
の
介
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
大
法
官
府
裁
判
所
の
出
現
の
原
因
を
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
早
期
か

ら
の
王
権
と
の
分
離
で
あ
る
と
喝
破
し
て
見
せ
た
の
は
い
か
に
も
、
後
に
英
国
憲
法
学
の
泰
斗
た
る
ダ
イ
シ
ー
の
国
家
権
力
組
織
間
の
関

係
へ
の
観
察
眼
の
真
骨
頂
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

余
談
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
、
ダ
イ
シ
ー
はgovernm

ent of law

と
い
う
言
葉
を
一
度
だ
け
使
い
「
主
権
者
意
思
」
と
対
置
し
て
い

る
が
、
内
容
は
「
法
の
支
配
」
の
事
で
あ
り
ま
だrule of law
と
い
う
言
葉
が
当
時
の
ダ
イ
シ
ー
の
中
で
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
伺
わ
せ
る
。
ま
た
、
ダ
イ
シ
ー
が
「
衡
平
法
・
衡
平equity

」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が
い
か
に
簡
単
に
主
権
者
の
恣
意
的
意
思
が

裁
判
所
の
判
決
を
覆
す
こ
と
の
単
な
る
仮
面
に
過
ぎ
な
い
と
、
大
法
官
府
裁
判
所
の
エ
ク
イ
テ
ィ
が
主
権
者
に
よ
る
司
法
恣
意
的
運
用
の

一
側
面
に
す
ぎ
ず
乱
用
の
危
険
性
と
常
に
隣
合
わ
せ
に
あ
る
こ
と
を
喝
破
し
て
い
る
の
は
、
実
証
研
究
あ
る
い
は
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
く
る

八
四



（
八
五
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

彼
の
ま
さ
に
卓
見
で
あ
ろ
う
。
ダ
イ
シ
ー
に
と
っ
て
エ
ク
イ
テ
ィ
の
本
質
は
、
法
か
ら
の
行
政
的
逸
脱
で
あ
っ
た
。

小
括

本
論
文
は
最
初
期
の
論
文
で
、
メ
イ
ン
の
影
響
を
受
け
た
エ
ク
イ
テ
ィ
の
「
法
的
擬
制
論
」
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
が
、
後
ろ
に
な
る

ほ
ど
味
わ
い
深
く
な
り
、
後
の
大
学
者
た
る
ダ
イ
シ
ー
の
片
鱗
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
私
見
と
し
て
の
我
々
の
感
想
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
判
断
は
読
者
諸
賢
の
読
後
感
に
委
ね
た
い
。

＊
一 

R
ichard C

osgrove, T
h

e R
u

le of L
aw

: A
lbert V

en
n

 D
icey, V

ictorian
 Ju

rist, 

（N
orth C

arolina, 1980

）, pp. 303-6.

コ
ス
グ
ロ
ー

ブ
は
、
ダ
イ
シ
ー
論
文
の
リ
ス
ト
を
法
学
・
憲
法
論
文
、
政
治
学
論
文
、
そ
の
他
雑
多
な
論
文
の
三
種
に
分
け
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
分
析
で
あ

る
。
ま
た
、
当
リ
ス
ト
で
抜
け
を
発
見
し
た
こ
と
が
あ
り
、
必
ず
し
も
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
邦
の
研
究
で
も
標
準
的
な
も

の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
。

＊
二 

T
he L

aw

と
表
現
さ
れ
る
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
事
で
あ
る
。

「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」

Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー

仏
語
や
独
語
の
読
め
る
英
国
人
で
あ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
を
詳
細
に
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
法
で
あ
る
コ

八
五



（
八
六
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

モ
ン
・
ロ
ー
が
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
、
そ
の
理
解
が
ず
っ
と
容
易
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
答

え
る
た
め
の
説
明
と
し
て
、
英
国
の
法
律
家
は
自
国
の
法
制
度
以
外
に
一
般
的
に
他
国
の
法
を
研
究
し
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
ま
さ
に

そ
の
理
由
の
た
め
に
、
自
国
法
制
度
の
発
達
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
、
自
国
法
が
引
き
起
こ
す
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
に

も
、
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
外
国
語
を
全
く
知
ら
な
い
の
な
ら
ば
自
国
語
の
文
法
を
理
解
す
る
こ

と
が
不
可
能
で
あ
る
の
と
同
様
、
英
国
法
し
か
学
ば
な
い
者
は
、
比
較
す
べ
き
他
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
欠
く
が
ゆ
え
に
、
自

国
の
英
国
法
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ス
氏
（
1
）

が
適
切
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
ロ
ー
マ
法
の
研
究
は
、
英
国
の
法
律
家
を
し
て
、「
独
自
の
見
地
か
ら
」、
自
国
法
の
用
語
、
概
念
、
発
展
を
批
判
的
に
理
解
す
る

こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
一
見
、
逆
説
的
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
至
極
当
然
の
理
（
こ
と
わ
り
）
と
し
て
、

ロ
ー
マ
法
へ
向
け
ら
れ
る
関
心
は
英
国
法
に
お
け
る
非
常
に
興
味
深
い
様
々
な
問
題
へ
の
関
心
を
か
き
た
て
る
効
果
を
有
す
る
も
の
な
の

で
あ
る
。

本
論
文
で
の
考
察
を
目
的
と
す
る
問
い
か
け
は
、
英
国
法
は
い
か
な
る
事
情
で
、
二
つ
の
違
っ
た
、
あ
る
側
面
で
は
相
互
に
敵
対
的
で

さ
え
あ
る
裁
判
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
二
つ
の
法
的
枠
組
み
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
か
け
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
英
国
の
通
常
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・
ロ
ー

裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
、
彼
ら
に
よ
る
裁
判
制
度
の
内
部
に
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
自
身
の
法
の
改
良
、
若
し
く

は
変
更
を
化
体
せ
し
め
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

八
六



（
八
七
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

か
か
る
疑
問
は
、
ロ
ー
マ
法
の
諸
制
度
を
ご
く
表
面
的
に
学
ぶ
だ
け
で
も
、
直
接
的
に
示
唆
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
及
び

英
国
の
双
方
に
お
い
て
「
衡
平
的
法
」
の
成
長
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
と
英
国
の
歴
史
の
比
較
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の

本
質
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
存
在
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
も
し
、「
法
」
と
い
う
も

の
が
直
接
的
立
法
に
よ
り
新
し
い
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
よ
り
良
い
ル
ー
ル
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
誰
も
そ
の
よ
う
な
新
し
い

原
則
を
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
も
し
く
は
「
正
義
の
ル
ー
ル
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
そ
れ
が
廃
止
し
取
っ
て

代
わ
っ
た
「
法
」
と
同
じ
く
、
単
に
「
法
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
あ
る
裁
判
官
が
あ
る
正
義
の
原
則
に
効
力
を
与
え
る
こ

と
に
よ
り
間
接
的
に
既
存
法
の
効
果
を
廃
止
す
る
場
合
、
つ
ま
り
、
実
際
上
は
既
存
の
法
的
ル
ー
ル
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
形
式
上
は
そ
の
既
存
法
を
存
続
さ
せ
て
お
く
よ
う
な
場
合
に
は
、
全
て
の
人
が
通
常
の
場
合
に
存
在
す
る
旧
来
の
「
法
」
と
、（
※

そ
れ
に
対
し
逸
脱
的
な
）
裁
判
官
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
し
い
「
衡
平
的
法
」
つ
ま
り
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
と
の
間
に
存
在
す
る
対
立
を
意
識

す
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
最
近
の
制
定
法
は
、
既
婚
女
性
を
し
て
訴
え
る
こ
と
と
訴
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
既
婚
女
性
の
訴
訟

適
格
性
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
誰
も
こ
の
新
制
定
法
を
「
エ
ク
イ
テ
ィ
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
新
法
は
そ
れ
が
廃

止
し
た
と
こ
ろ
の
旧
来
の
状
況
が
「
法
」
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
く
「
法
（
※
通
常
法
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
部
）」
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
が
、
訴
訟
の
原
告
が
「
既
婚
女
性fem

m
e covert

」
で
あ
る
と
の
異
議
申
し
立
て
を
却

下
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
た
と
え
直
接
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
既
婚
女
性
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
で
訴
訟
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
原
則
を
事
実

上
は
廃
止
し
た
場
合
に
は
、
既
婚
女
性
が
訴
訟
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
正
式
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ル
ー
ル
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
続
け

る
こ
と
に
な
る
そ
の
一
方
で
、
既
婚
女
性
に
訴
訟
可
能
に
す
る
法
実
務
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
場
合
、
前
者
は
未
だ
に

「
法
」
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
は
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
流
儀
で
呼
ば
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

八
七



（
八
八
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

裁
判
官
た
ち
に
よ
り
原
告
が
既
婚
女
性
で
あ
る
と
い
う
異
議
申
立
て
を
却
下
す
る
代
わ
り
に
、
法
的
凝
制
を
使
っ
て
、
訴
え
を
提
起
し
た

女
性
は
全
て
未
婚
で
あ
る
と
看
做
す
と
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
凝
制
に
疑
義
を
呈
す
こ
と
を
禁
止
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
よ
り
当
て
は
ま

る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
本
質
と
起
源
に
関
し
て
、
ロ
ー
マ
法
と
英
国
法
は
お
互
い
に
光
を
投
げ
か
け
合
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

エ
ク
イ
テ
ィ
は
、
そ
の
最
も
一
般
的
形
式
に
お
い
て
、
名
目
的
に
は
既
存
法
を
施
行
し
た
ま
ま
に
す
る
も
の
の
、
実
際
は
そ
れ
を
破
棄
す

る
と
こ
ろ
の
、
概
し
て
よ
り
正
当
で
あ
る
裁
判
所
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
原
則
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
ロ
ー
マ
帝
国

の
歴
史
は
そ
の
「
衡
平
法
」
の
真
の
特
質
を
説
明
し
て
は
く
れ
る
も
の
の
、
同
時
に
、
今
こ
こ
で
考
慮
し
て
い
る
問
題
、
つ
ま
り
、「
な

ぜ
ゆ
え
に
、
我
々
英
国
の
通
常
裁
判
所
は
（
※
ロ
ー
マ
の
）
法
務
官
（
法
）
に
よ
り
示
さ
れ
た
軌
跡
を
な
ぞ
る
こ
と
を
せ
ず
、
英
国
に
於
い

て
は
大
法
官
府
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
き
た
法
変
更
を
自
ら
の
上
に
導
入
し
、
最
終
的
に
は
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
独
立
し
た
法
制
度
を
結
果

と
し
て
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
に
お
け
る
「
衡
平
法
」
の
進
展
と
、
そ
れ
が
提
示
す
る
英
国
法
の
発
展
と
の
間
の
対
比
に
つ
い
て
、
次
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
氏
の

著
作
か
ら
の
短
縮
さ
れ
た
引
用
以
上
に
適
切
に
叙
述
す
る
も
の
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

「「
ロ
ー
マ
市
民
法jus civile

」
で
知
ら
れ
て
い
な
い
権
利
を
法
務
官praetor

が
付
与
す
る
場
合
に
は
、
法
務
官
は
か
か
る
権
利
を
明

示
的
か
つ
直
接
的
に
付
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
法
務
官
は
彼
の
一
般
的
告
示
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
法
務
官praetor

た
る
と
こ
ろ

八
八



（
八
九
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

の
彼
が
﹇
何
人
に
対
し
て
も
﹈
訴
権
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
も
し
く
は
、
か
れ
が
か
か
る
訴
訟
を
提
起
す
る
の
が
適
切
だ
と
考
え
る
場
合

に
は
訴
権
付
与
を
受
け
容
れ
る
で
あ
ろ
う
と
宣
言
し
た
。〝
法
務
官
〞
が
〝
市
民
法
〞
の
一
部
で
あ
る
ル
ー
ル
を
廃
止
す
る
場
合
に
は
、

彼
は
明
示
的
に
廃
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
法
務
官
は
一
般
的
告
示
の
手
段
を
通
じ
て
、
つ
ま
り
、
彼
は
訴
答
不
十
分
抗
弁
も
し
く
は

訴
え
（
※
原
語
は
「dem

urrer

訴
答
不
十
分
抗
弁
」or

「plea

訴
え
」、
悪
意
の
抗
弁exceptio doli

や
悪
意
訴
権actio doli

に
つ
い
て
の
言
及
で
あ

ろ
う
。）
に
よ
り
原
告
の
訴
訟
に
被
告
が
打
ち
勝
つ
こ
と
を
許
容
す
る
と
、
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
…
こ
の
曖
昧
か
つ
馬
鹿
げ
た
法
の
廃

止
方
法
は
我
々
自
身
の
大
法
官
に
よ
り
踏
襲
さ
れ
て
き
て
い
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
ル
ー
ル
が
エ
ク
イ
テ
ィ
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
場
合

に
は
、
一
見
し
た
所
、
当
該
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
ル
ー
ル
は
手
付
か
ず
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
権
利
を
訴
訟
で
強

行
し
よ
う
と
い
う
い
か
な
る
試
み
が
為
さ
れ
た
と
し
て
も
、
原
告
は
彼
の
空
疎
化
し
た
権
利
を
追
求
す
る
こ
と
を
大
法
官
に
よ
り
抑
制
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
と
英
国
の
二
つ
の
事
例
の
唯
一
の
相
違
点
は
次
の
こ
と
か
ら
発
生
す
る
。
ロ
ー
マ
で
は
、
エ
ク
イ

テ
ィ
の
名
の
下
に
独
立
し
た
法
制
度
を
運
用
す
べ
く
作
用
す
る
独
立
の
裁
判
所
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
衡
平
的
抗
弁
は
「
法
務
官
」

本
人
か
、
も
し
く
は
、
訴
訟
が
持
ち
込
ま
れ
た
そ
の
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
そ
れ
に
対
し
、
英
国
で
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ

の
名
の
下
に
独
立
し
た
法
制
度
を
運
用
す
べ
く
作
用
す
る
独
立
の
裁
判
所
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
一
方
で
あ
る
裁
判
所
に
訴
訟

が
提
起
さ
れ
、
他
方
で
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
裁
判
所
と
異
な
る
別
系
統
の
裁
判
所
に
お
い
て
衡
平
的
抗
弁
が
訴
訟
の
形
式
を
と
っ
て
提
起

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
英
国
に
お
け
る
複
雑
性
と
不
条
理
に
よ
る
混
乱
は
、
古
代
ロ
ー
マ
に
比
べ
、
何
か
し
ら
度
を
越
し

た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。」

そ
れ
ゆ
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
の
、
相
違
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
及
び
英
国
の
い
ず
れ
の
事

八
九



（
九
〇
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

例
で
も
、
裁
判
官
た
ち
に
よ
る
改
良
で
あ
る
と
こ
ろ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
は
裁
判
所
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は

「
偉
大
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
」（
と
い
う
の
も
、
英
国
で
の
関
係
に
お
い
て
法
務
官
に
対
す
る
も
っ
と
も
近
接
的
表
現
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
か
ら
。）

は
何
が
正
義
で
あ
る
の
か
、
何
が
効
率
的
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
見
解
に
従
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
適
合
化
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
、

法
を
自
ら
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
衡
平
的
見
解
は
折
に
ふ
れ
、
世
論
か
ら
の
承
認
と
い
う
試
練
に
服
し
た
も
の
で
あ
る
。

対
し
て
、
英
国
に
お
い
て
は
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
）
裁
判
官
は
、
厳
格
法
の
執
行
者
で
あ
り
代
表
者
で
あ
る
に
留
ま
り
、
も
し
く
は
、
留
ま

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
衡
平
的
法
変
革
の
導
入
は
独
立
し
た
敵
対
的
裁
判
所
の
手
に
残
さ
れ
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
法
が
立
法
に
よ
り
変
革
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ロ
ー
マ
の
や
り
方
が
、
よ
り
簡
潔
か
つ
有
益
で
あ
り
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
英
国
に
お
い
て
衡
平
が
追
求
さ
れ
る
や
り
方
よ
り
、
は
る
か
に
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
う
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
の
所
、
疑
問
と
な
る
の
は
、「
な
ぜ
ゆ
え
に
我
々
英
国
に
お
け
る
高
位
の
裁
判
官
た
ち
は
（
※
古
代
ロ
ー

マ
に
お
け
る
）「
法
務
官
」
と
同
様
の
政
策
を
採
用
し
て
、
現
代
社
会
の
様
々
な
要
求
に
答
え
う
る
ま
で
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
い
う
も
の
を

伸
長
し
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
の
答
え
は
、
事
実
、
初
期
の
裁
判
官
た
ち
と
そ
の
後
継
者
の
一
部
の
者
は
「
法
」
の
変
更
を
（
ロ
ー
マ
法
の
）「
法
務
官
」
が
ロ
ー

マ
市
民
法
を
変
革
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
や
り
方
で
変
革
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
疑
い
な
く
こ
の
こ
と
は
、
標
準
化
さ
れ
固
定
化
し
た
近
代
的
司
法
運
営
の
み
に
慣
れ
親
し
む
大
衆
か
ら
は
忘
却
さ
れ
て
い
る

事
実
で
あ
り
、
同
時
に
著
名
な
裁
判
官
た
ち
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
り
隠
蔽
さ
れ
続
け
て
い
た
事
柄
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
ケ
ニ
ヨ
ン

九
〇



（
九
一
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

卿L
ord K

enyon

に
よ
れ
ば
「
私
は
こ
の
職
業
に
就
い
て
四
〇
年
以
上
に
な
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
エ
ク
イ
テ
ィ
両
者
の
裁
判
所
で

実
務
に
従
事
し
て
き
た
が
、
仮
に
法
律
学
全
体
の
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が
自
分
の
仕
事
と
し
て
お
鉢
が
回
っ
て
き
た
と
し
た
ら
、
果
た

し
て
異
な
っ
た
ル
ー
ル
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
異
な
っ
た
管
轄
権
を
有
す
る
二
つ
の
異
な
っ
た
裁
判
所
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た

方
が
よ
い
と
思
科
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
言
う
必
要
の
な
い
こ
と
が
ら
な
の
で
あ
る

が
（
※
こ
の
部
分
、
論
理
的
繋
が
り
が
お
か
し
い
が
原
テ
キ
ス
ト
マ
マ
。）。
し
か
る
に
、
私
は
、
既
に
確
立
さ
れ
た
状
態
で
見
受
け
ら
れ
る
そ
れ

ら
の
複
合
的
法
制
度
に
従
属
す
る
人
間
に
と
っ
て
常
習
的
に
な
っ
た
あ
る
種
の
様
々
な
先
入
観
に
現
在
の
と
こ
ろ
は
影
響
さ
れ
て
お
り
、

異
な
っ
た
ル
ー
ル
に
よ
り
手
続
き
が
進
行
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
一
般
的
法
律
学
の
あ
る
種
の
複
合
的
法
制
度
が
構
築

さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は
我
が
英
国
の
人
民
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
も
し

私
が
か
か
る
ご
と
く
思
い
の
ま
ま
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
私
は
そ
う
望
む
の
で
あ
る
が
、（
わ
が
法
制
度
は
）

地
球
上
の
い
か
な
る
他
の
国
家
に
類
を
見
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
…
「
古
き
道
の
上
にsu

per an
tiqu

as vias

（
※
ラ
テ
ン
語
で

「
道
」
は
複
数
対
格
で
あ
り
「
英
語
で
い
うold w

ays
」
を
墨
守
す
る
こ
と
と
、
現
実
の
古
道
に
足
を
踏
み
し
め
る
こ
と
と
を
比
喩
的
に
か
け
て
い
る
。）」

足
を
踏
み
し
め
る
こ
と
は
我
が
希
望
で
あ
る
と
同
時
に
我
が
慰
み
で
も
あ
る
。
私
は
立
法
者
た
り
え
な
い
が
、
自
ら
の
勤
勉
さ
に
よ
り
私

の
先
任
者
達
が
な
し
て
き
た
こ
と
を
発
見
し
、
彼
ら
の
足
跡
に
自
発
的
に
隷
従
す
る
の
で
あ
る
。」

か
か
る
自
己
満
足
的
保
守
主
義
の
言
は
、（
※
一
八
世
紀
に
お
け
る
法
改
革
の
雄
で
、
王
座
部
裁
判
所
主
席
判
事
と
し
て
彼
の
前
任
者
で
あ
っ
た
）

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
の
天
才
へ
の
侮
蔑
・
侮
辱
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
の
恒
久
的
態
度
で
あ
る
と
広

く
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
雄
弁
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
、
何
ら
か
の
誇
張
は
伴
う
も
の
の
、
大
ま
か
に
、
今
世
紀

（
Ⅰ
）

九
一



（
九
二
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

初
頭
に
お
い
て
高
位
裁
判
官
職the B

ench

に
息
づ
い
て
い
た
あ
る
種
の
感
情
を
、
ま
さ
に
描
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
八
一
〇
年
時
点
で
の
感
情
や
慣
習
と
い
っ
た
も
の
が
、
他
の
個
々
の
時
代
の
高
位
裁
判
官
職
の
感
情
や
実
務
を
体
現
し
て
い
た
と
考
え

る
な
ら
、
こ
れ
に
勝
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
は
な
か
ろ
う
。
他
の
時
代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
、
二
つ
の
法
的
機
構
の
存
在
を

当
た
り
前
の
も
の
た
る
べ
く
容
認
も
し
て
い
な
か
っ
た
し
、「
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
」
の
上
に
立
ち
止
ま
る
べ
く
注
意
を
は
ら
っ
て
も
来

な
か
っ
た
し
、
実
際
上
の
立
法
行
為
を
す
る
こ
と
を
躊
躇
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
端
的
な
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
概
し
て
、
英
国
人
民
に
と
っ
て
非
常
な
恩
恵
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
付
言
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

英
国
史
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
を
一
瞥
す
る
の
み
で
か
か
る
主
張
の
真
実
は
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
我
々
の
法
的
、
憲
法
的
な
諸
機
構
が
そ
の
恒
常
的
な
形
に
落
ち
着
い
た
の
は
（
※
一
三
世
紀
後
半
の
）
エ
ド
ワ
ー

ド
一
世
の
治
世
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
当
時
、
技
術
的
、
形
式
主
義
的
、
か
つ
厳
格
な
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
の
体
系
は
既
に
存
在
し
て

い
た
。
例
え
ば
、
当
時
流
布
し
て
い
た
法
諺
に
「
一
音
節
に
躓
く
者
は
、
訴
訟
全
て
に
躓
く
。qu

i cad
it a syllaba cad

it a tota 

cau
sa

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
訴
答
に
お
け
る
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
見
落
と
し
で
も
敗
訴
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
、
当
時
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
状
況
は
、
古
来
の
訴
訟
形
式
の
み
が
認
容
さ
れ
、
古
来
の
法
律
家
の
精
妙
さ
が
ほ
ん
の
些
細
な

点
画
の
過
誤
だ
け
で
訴
訟
そ
の
も
の
が
敗
訴
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
を
招
来
せ
し
め
、
徐
々
に
そ
れ
ら
の
法
制
度
自
体
が
全
般
的
不
信

に
陥
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
状
況
と
あ
る
意
味
で
似
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
ロ
ー
マ
に

お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
英
国
に
お
い
て
も
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
の
形
式
性
は
、
社
会
の
進
化
に
対
応
し
て
徐
々
に
承
認
さ
れ

九
二



（
九
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

る
に
至
っ
た
全
て
の
権
利
を
保
護
し
う
る
に
耐
え
る
ほ
ど
の
柔
軟
性
を
有
し
て
は
居
な
か
っ
た
。
古
い
個
々
の
訴
訟
形
式
を
検
証
す
る
だ

け
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
即
位
時
に
お
い
て
、
恐
ら
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
時
代
の
要
請
に
応
ず
る
に
十
分
な
法
的
救
済
手
段
が
欠
如
し

て
い
た
と
い
う
事
を
十
分
に
証
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
の
古
い
訴
訟
形
式
を
見
れ
ば
、
土
地
（
※
保
有
権
）
及
び

人
身
の
自
由
の
保
護
、
並
び
に
、
特
定
の
厳
格
な
要
式
に
よ
る
契
約
の
強
行
と
い
っ
た
も
の
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
に
よ
り
そ
の
達

成
が
請
け
負
わ
れ
て
い
る
全
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
通
常
の
契
約
方
式
が
、
押
印
証
書
や
債
務
証
書
で
あ
る
と

解
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
最
も
厳
格
な
要
式
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
商
業
的
活
動
に
お
け
る
取
引
の
多
く
は
し
か

る
べ
き
法
的
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
我
々
が
話
題
に
し
て
い
る
時
代
の
商
人
や
貿
易
商
人
間
の

取
引
が
保
護
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
そ
の
程
度
及
び
範
囲
が
、
ギ
ル
ド
、
商
社
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
市
参
事
会
の
権
威
と
い
っ
た
も
の

が
後
世
に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
廷
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
保
護
を
代
用
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
初
め
て
理
解
し
う
る
も
の
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
実
際
、
妥
当
な
推
測
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
分
な
法
的
救
済
の
欠
如
と
い
う
も
の
は
、
当
該
治
世
の
有
名
な
制

定
法
（
※
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
第
二
法
）
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
大
法
官
府
裁
判
所
に
お
い
て
、
あ
る
事
例
に

お
い
て
は
令
状
が
存
在
す
る
が
、
類
似
す
る
事
例
に
お
い
て
は
（in

 con
sim

ili casu

）
令
状
が
存
在
せ
ず
、
仮
に
同
様
の
法
に
よ
っ
て
同

様
の
救
済
が
必
要
と
さ
れ
る
事
例
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
が
起
こ
っ
た
と
し
て
、（
該
当
す
る
）
何
ら
の
救
済
も
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
大
法
官
府
裁
判
所
の
書
記
官
は
新
し
い
令
状
を
創
出
す
る
こ
と
に
同
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
英
国
法
に
お
い
て

「
場
合
」
訴
訟
と
し
て
知
ら
れ
る
一
連
の
莫
大
な
数
の
訴
訟
様
式
は
こ
の
制
定
法
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
場
合
訴
訟
」

は
、
法
的
な
文
言
の
様
式
性
を
取
り
払
っ
て
み
れ
ば
、
何
時
で
も
新
し
い
権
利
を
認
容
す
る
の
が
望
ま
し
い
場
合
に
は
様
々
な
新
訴
権
を

付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
精
力
的
な
試
み
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

（
II）

九
三



（
九
四
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

法
的
救
済
の
欠
缺
の
み
な
ら
ず
、
時
代
遅
れ
の
思
想
も
し
く
は
迷
信
と
い
っ
た
も
の
が
し
か
る
べ
き
司
法
の
運
営
に
対
し
大
き
な
困
難

を
投
げ
か
け
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
被
告
の
雪
冤
宣
誓
を
す
る
権
利
は
、
ど
ん
な
ゴ
ロ
ツ
キ
で
あ
れ
、
彼
が
信
義
違
反
の
上

に
偽
誓
の
罪
を
重
ね
る
こ
と
を
選
択
す
れ
ば
、
彼
自
身
の
債
務
か
ら
逃
れ
る
権
利
を
意
味
し
て
い
た
。

け
れ
ど
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
形
式
性
、
厳
格
性
、
時
代
遅
れ
の
特
性
と
い
っ
た
も
の
だ
け
が
、
改
革
を
必
要
と
し
て
い
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
法
廷
は
、
あ
る
意
味
で
、
そ
れ
が
有
し
て
い
る
権
限
を
実
行
す
る
上
で
非
常
な
制
限
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
相
応
の

注
目
に
値
す
る
事
柄
で
あ
る
。
例
え
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
法
廷
は
そ
の
管
轄
権
の
限
度
に
関
し
て
非
常
な
制
約
を
受
け
て
い
た
。

か
か
る
制
約
ゆ
え
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
、
本
来
的
に
は
、
英
国
国
外
で
為
さ
れ
た
、
も
し
く
は
チ
ェ
ス
タ
ー
公
爵
領
内
で
さ
え

為
さ
れ
た
、
契
約
違
反
や
不
法
行
為
に
対
す
る
補
償
を
与
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
よ
り
深
刻
な
司
法
上
の
欠
陥
は
、
被
告
の
出

頭
を
強
制
す
る
適
切
な
手
段
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
唯
一
の
厳
密
な
法
的
救
済
と
い
う
も
の
は
、

被
告
が
出
頭
す
る
に
適
正
で
あ
る
と
感
じ
る
ま
で
被
告
の
資
産
を
担
保
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
を
逮
捕
し
た
り
彼
に
保

釈
金
を
払
う
よ
う
強
制
し
た
り
す
る
法
的
手
段
は
何
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
下
さ
れ
た
判
決
を
執
行
す
る
の
に
満
足
行
く
手
段

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
全
く
と
い
っ
て
存
在
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
官
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
い
う
も
の
は
、
裁
判
所
に
認
容
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
し
い
権
利
に
保
護
を
与
え
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
既
存
の
法
制
度
を
拡
充
し
、
司
法
の
運
営
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
時
代
遅
れ
の
慣
習
を
除
去
し
、
一
方
で
管
轄
権

を
拡
大
し
な
が
ら
も
、
も
う
一
方
で
裁
判
所
の
手
続
き
を
よ
り
効
率
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
向
性
の
全
て
に
お
い

（
III）
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・
菊
池
）

て
、
裁
判
官
た
ち
は
顕
著
な
実
績
を
上
げ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
裁
判
官
た
ち
は
新
訴
権
を
付
与
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
新
し
い
令

状
を
発
給
す
べ
く
、
許
可
す
る
制
定
法
に
完
全
な
効
力
を
付
与
す
る
よ
う
な
形
で
効
力
を
与
え
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
※
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
裁
判
官
た
ち
は
、
あ
る
種
の
迂
回
的
方
式
に
よ
り
、
新
し
い
権
利
を
確
か
に
認
定
し
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
押
印
証
書
に
よ
ら
な
い
契
約
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
独
立
し
た
債
務
証
書
と
し
て
結
実
し
て
い
な
い
場
合
に
、
一
般
に
強
行
可

能
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
疑
わ
し
い
も
の
に
見
う
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、（
※
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
裁
判
所
は
、

部
分
的
に
そ
の
制
定
法
（
※
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
第
二
法
）
の
権
威
に
よ
り
つ
つ
も
、
押
印
証
書
に
よ
ら
な
い
契
約
（
※
無
方
式
契
約
）
違

反
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
を
回
復
す
る
手
段
と
す
べ
く
、
古
来
の
ト
レ
ス
パ
ス
訴
権
を
伸
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
得
る
た
め
に

裁
判
官
た
ち
は
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
単
な
る
法
的
擬
制
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
相
当
程
度
、
利
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
万
人

に
使
用
さ
れ
う
る
に
至
る
法
的
擬
制
の
大
胆
さ
と
い
う
も
の
が
何
た
る
か
を
知
る
に
は
、
動
産
侵
害
訴
訟
（trover

）
及
び
不
動
産
占
有

回
復
訴
訟
（ejectm

ent

）
が
そ
の
基
礎
を
置
く
恣
意
的
な
様
々
な
仮
定
条
件
の
興
味
深
い
総
体
を
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
検
証
す
る
に
若

く
は
な
か
ろ
う
。
第
一
の
（
※
動
産
侵
害
訴
訟trover
の
）
事
例
に
お
い
て
は
、
原
告
は
彼
が
失
っ
た
こ
と
も
な
い
動
産
を
失
っ
た
こ
と
が

仮
定
さ
れ
る
一
方
で
、
被
告
は
彼
が
発
見
し
た
こ
と
も
な
い
動
産
を
発
見
し
た
よ
う
に
仮
定
さ
れ
る
。
第
二
の
（
※
不
動
産
占
有
回
復
訴
訟

ejectm
ent

の
）
事
例
に
お
い
て
は
、
想
像
上
の
原
告
が
純
粋
に
想
像
上
の
直
接
的
権
利
侵
害trespass

に
対
し
想
像
上
の
被
告
に
対
し
訴

訟
を
提
起
す
る
。
し
か
る
に
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
か
か
る
法
的
擬
制
の
総
体
の
下
に
は
、
実
質
的
な
法
改
良
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
彼
所
有
の
動
産
の
横
領conversion of his goods
に
対
し
て
、
よ
り
古
い
動
産
返
還
請
求
訴
訟detinue

の
代
わ
り
に

動
産
侵
害
訴
訟trover

を
提
起
す
る
原
告
は
、
被
告
が
進
ん
で
自
身
が
誓
約
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
敗
訴
す
る
危
険
性

を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
不
動
産
占
有
回
復
訴
訟ejectm

ent

と
い
う
も
の
は
、
一
見
し
た
所
、
全
く
人
工
的
な
も
の
で
は
あ
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）

る
が
、『
物
的real

』
訴
訟
に
ま
つ
わ
る
全
て
の
困
難
を
回
避
し
つ
つ
、
誰
が
土
地
占
有
の
正
式
な
権
利
者
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
簡
便

な
方
式
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
の
創
意
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
訴
権
は
概
し
て
、
次
に
挙
げ
る
利
点

の
い
ず
れ
か
一
つ
か
、
多
く
の
場
合
、
複
数
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
：
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
訴
訟
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
廷

で
認
知
さ
れ
る
以
前
に
新
し
い
権
利
を
強
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
か
、
被
告
を
し
て
雪
冤
宣
誓
を
し
て
逃
げ
お
お
せ
る
こ
と
を
不
可

能
に
す
る
か
、
も
し
く
は
、
最
後
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
を
し
て
被
告
の
出
頭
を
強
制
す
る
権
限
を
与
え
る
よ
う
な
要
式
を
有
し
て

い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
議
論
の
眼
目
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
手
続
き
の

様
々
な
利
点
で
は
な
く
、
彼
ら
が
ま
さ
に
隠
れ
て
新
訴
権
を
付
与
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

「
衡
平
法
」
を
導
入
し
て
い
た
と
い
う
事
実
の
方
に
あ
る
。
彼
ら
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
に
よ
る
努
力
が
、
ロ
ー
マ
法
務
官
の
司
法

的
立
法
（
※
各
種
法
務
官
告
示edictum
へ
の
言
及
で
あ
ろ
う
。）
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
成
果
に
及
ば
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、

そ
れ
ら
は
決
し
て
効
果
の
無
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、「
債
権
的
財
産a chose in action

」
は
譲
渡assign

不
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
Ｘ
が
Ａ
に
対
し
債
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
に
、
Ａ
は
Ｂ
に
対
し
Ｘ
を
訴
追
す
る
権
利
を
譲
渡
で
き
な
い
と
い
う
原

則
以
上
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
原
則
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
は
こ
の
格
言
を

決
し
て
廃
止
す
る
こ
と
な
し
に
、
時
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
効
力
を
大
い
に
奪
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
は
、
Ｂ
を
し
て
Ａ
の

名
の
下
に
訴
追
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
に
は
、
商
人
の
慣
習
に
よ
る
法
原
則
の
運
営
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
漸
進
的
で
は
あ
る
が
偉
大
な
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
於
け
る
衡
平equity of the com

m
on law

」
の
勝
利
と

い
う
も
の
は
、
高
度
に
文
明
化
し
た
商
業
的
共
同
体
に
お
い
て
は
不
可
避
に
生
ず
る
全
て
の
複
雑
で
技
術
的
な
諸
契
約
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
手
続
き
に
従
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
廷
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
主
に
架
空
の
も
の
で
あ
る
色
々
な
仮
定
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九
七
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英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

的
条
件
の
利
用
に
よ
り
、
慣
習custom

、
つ
ま
り
、
庶
民
生
活
に
お
け
る
実
務
慣
行
、
特
に
、
商
生
活
に
お
け
る
実
務
慣
行
に
計
り
知

れ
な
い
力
点
を
置
く
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
管
轄
権
は
あ
る
限
ら
れ
た
領
域
に
対
し
て
伸
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
明
ら
か
な
欠
陥
に
対
す
る
救
済
と
し
て
馬
鹿
げ
た
擬
制
が
用
い
ら
れ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
海
外
で
起
こ
っ
た
取
引
か

ら
生
ず
る
訴
え
を
考
慮
す
る
権
限
を
有
し
て
は
居
な
か
っ
た
が
、
代
わ
り
に
彼
ら
が
有
し
て
い
て
使
用
し
た
権
限
と
い
う
の
は
、
特
定
の

海
外
で
締
結
さ
れ
た
契
約
や
犯
さ
れ
た
不
法
行
為
が
、
現
実
に
英
国
内
で
締
結
さ
れ
た
り
、
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
っ
て

主
張
す
る
権
限
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
例
え
ば
（
※
ス
ペ
イ
ン
の
）
ミ
ノ
ル
カ
島
で
あ
る
人
間
が
権
利
侵

害
を
受
け
た
と
す
る
と
、
彼
の
主
張
は
、
当
該
不
法
行
為
は
「
ミ
ノ
ル
カ
島
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
・

ル
・
ボ
ウ
教
会
区
の
チ
ー
ブ
地
区
でat M

inorca, to w
it, at L

ondon, in the parish of S
t. M
ary-le-B

ow
, in the W

ard of 

C
heap

」
為
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
件
を
自
己
の
管
轄
権
内
に
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
法
学
者
な

ら
、
か
か
る
子
供
じ
み
た
法
的
擬
制
を
見
て
笑
み
を
漏
ら
す
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
が
大
い
な
る
実
務
上
の
弊
害

に
救
済
を
与
え
、
最
初
に
こ
の
制
度
を
生
み
出
し
使
用
し
た
司
法
行
政
官
た
ち
は
自
ら
の
前
任
者
た
ち
の
足
跡
に
盲
従
す
る
と
い
う
よ
う

な
傾
向
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
無
い
と
い
う
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
高
位
裁
判
官
た
ち
が
折
に
ふ
れ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
衡
平
的
革
新
を
導
入
し
て
き
た
こ
と
は
、
法
律
の
素
人
に
は
、
手
短
に
語
ら
れ

れ
ば
理
解
不
能
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
長
々
と
論
じ
ら
れ
れ
ば
退
屈
で
あ
ろ
う
、
そ
の
細
々
と
し
た
技
術
的
細
目
に
立
ち
入
る
と
い
う
犠
牲

さ
え
厭
わ
な
け
れ
ば
、
全
く
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
高
位
裁
判
官
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
の
「
法
務
官praetor

」

九
七



（
九
八
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

と
同
様
に
、
時
に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
脅
迫
に
基
づ
く
訴
え
を
認
容
し
た
し
、
彼
ら
は
、
ロ
ー
マ
の
政
務
官
と

同
様
に
、
保
証
人
が
初
め
て
自
ら
が
債
務
者
に
代
位
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
金
銭
を
求
め
て
彼
の
債
務
者
を
訴
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
場
合
の
よ
う
に
、
時
に
は
、
全
く
新
し
い
権
利
を
強
行
し
た
り
も
し
た
。
加
え
て
、
彼
ら
は
自
ら
の
ロ
ー
マ
の
先
人
た

ち
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
比
較
的
近
代
に
な
っ
て
、
場
合
訴
訟
の
有
益
性
を
考
慮
し
て
新
し
い
審
判
手
続
を
創
設
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
陪
審
審
判
の
全
て
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
、
法
的
手
続
き
過
程
を
大
き
く
変
更
し
た
り
も
し
た

の
で
あ
る
。
最
後
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
が
、
自
己
の
所
属
す
る
個
別
の
裁
判
所
の
管
轄
権
の
伸
長
に
、
非
常
に
特
異
な
行

動
力
を
披
露
し
た
こ
と
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
特
別
な
注
意
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
王
座
部
裁
判
所
は
、
被
告
が
ト
レ
ス

パ
ス
（
※
直
接
的
権
利
侵
害
）
を
犯
し
た
と
い
う
一
つ
の
擬
制
に
よ
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
れ
ば
（
※
本
来
、）
民
訴
間
裁
判
所
の
み
が

管
轄
権
を
有
し
た
契
約
の
事
例
を
自
ら
の
裁
判
所
に
呼
び
寄
せ
た
。
ま
た
、
一
方
で
、
民
訴
間
裁
判
所
は
自
ら
の
あ
る
発
明
に
よ
っ
て
王

座
部
裁
判
所
の
優
位
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
し
、
財
務
府
裁
判
所
は
裁
判
に
お
け
る
原
告
が
被
告
（
※
原
文
で
は
原
告
に
な
っ
て
い
る
が
被

告
に
し
な
い
と
意
味
が
通
ら
な
い
）
の
行
為
に
よ
り
国
王the C

row
n

に
負
っ
て
い
る
債
務
の
支
払
い
が
妨
害
さ
れ
た
と
偽
っ
て
主
張
す
る

こ
と
に
よ
り
、（
※
本
来
）、
財
務
裁
判
所
が
関
心
を
も
つ
こ
と
を
全
く
予
定
し
て
な
い
様
々
な
一
団
の
通
常
訴
訟
を
自
ら
の
管
轄
領
域
に

引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
革
新
を
忌
避
す
る
と
い
う
の
に
は
程
遠
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
で
は
、
歴
史
上
の

あ
る
時
代
に
お
い
て
、
彼
ら
を
か
か
る
積
極
的
な
法
革
新
者
と
し
た
そ
の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
自
然
に
生
じ
て
く

る
。

九
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古
い
時
代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
は
、
相
異
な
る
二
重
の
動
機
か
ら
改
革
、
特
に
自
己
の
各
裁
判
所
の
管
轄
権
及
び
権
限
の
進

展
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
が
、
両
動
機
と
も
現
代
の
彼
ら
の
後
継
者
た
ち
に
は
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
何
時
の
時
代
で
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
官
た
ち
は
、
高
名
で
通
常
の
才
能
を
は
る
か
に
超
え
た
人
物
達
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
文
明
の
進
歩
と
も
に
、
教
養
人
が
進
む
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

う
単
純
な
理
由
か
ら
、
我
々
の
歴
史
の
早
期
の
段
階
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
研
究
に
捧
げ
ら
れ
る
才
能
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
現
代
に

比
べ
て
恐
ら
く
は
、
比
較
的
に
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
科
学
が
研
究
対
象
と
し
て
存
在
し
て
お
ら
ず
非

常
に
不
完
全
に
し
か
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
人
々
が
科
学
的
研
究
に
献
身
す
る
時
代
に
お
い
て
体
験
さ
れ
る
の
と
比
べ
、
法

律
学
の
研
究
に
対
し
感
じ
ら
れ
る
関
心
の
量
は
恐
ら
く
は
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
英
国
の
法
曹
界
の
構
造
に
よ
り
、
司

法
界
の
顕
職
に
出
世
す
る
の
は
、
非
常
に
特
殊
な
法
的
知
識
に
よ
る
と
言
う
よ
り
は
、
一
般
的
評
判
に
よ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
英
国
に
お
い
て
は
少
し
の
程
度
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
は
る
か
に
大
き
な
程
度
、
職
業
的
訓
練
の
大
い
な
る
利
点
と
、

一
般
人
の
感
情
と
意
見
を
共
有
す
る
と
い
う
よ
り
大
き
い
と
は
言
わ
ぬ
ま
で
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
利
点
と
を
、
独
特
の
方
法
で
融
合
せ

し
め
た
人
間
が
高
位
の
司
法
的
地
位
を
占
め
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
人
材
を
裁
判
官
と
し
て
長
に
持
っ
た
英
国

の
法
曹
組
織
は
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
よ
り
は
は
る
か
に
弱
い
力
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
か
つ
て
ロ
ー
マ
の
全
て
の
才
能
あ
る
者

が
法
律
学
の
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
の
と
似
た
様
な
各
種
動
機
を
も
っ
て
、
法
改
革
を
為
す
よ
う
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
そ
し
て
、
事
実
上
、
あ
る
意
味
で
は
、
非
常
に
最
近
に
至
る
ま
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
修
正

m
odifi cation of the law

と
い
う
の
は
、
い
や
し
く
も
必
要
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
直
接
の
立
法
に
よ
る
よ
り
は
各
裁
判
所
の
行
為
に
よ

九
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ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
確
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
や
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
に
お
け
る
議
会
の
実
情
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
実
感
し
て
い
る
も
の
な
ら
誰
で
も
、
議
会
と
い
う
も
の
が
滅
多
に
か
、
有
史
以
来
如
何
な
る
議
会
も
決
し
て
、

立
法
改
革
に
適
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

高
位
裁
判
官
職
に
影
響
し
た
一
方
の
動
機
が
、
法
改
良
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
合
理
主
義
的
願
望
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
在
ま
で

ほ
と
ん
ど
の
注
意
が
払
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
も
う
一
方
の
影
響
と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
重
要
な
影
響
を
生
み
出
し
た
。
各
裁
判
所
が
自

ら
の
管
轄
権
を
進
展
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
。
法
的
年
代
史
を
ほ
ん
の
少
し
学
ぶ
だ
け
で
、
大
法
官
は

恒
久
的
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
高
位
裁
判
官
職
の
管
轄
権
を
侵
食
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
一
方
で
、
各
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
同
じ
熱
意
を

持
っ
て
大
法
官
の
侵
入
を
は
ね
の
け
る
と
同
時
に
、
互
い
の
裁
判
所
の
個
別
の
領
域
を
侵
略
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
精

力
の
源
泉
と
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
答
え
は
、
法
廷
手
続
料
を
得
ん
と
す
る
欲
望
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
な
り
の
程
度
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
法
的
手
続
き
料
か
ら
の
収
益
に
賄
わ
れ
て
い
た
。（
※
裁
判
所
の
）
管
轄
権
の
増
大
は
、
事
業
・
商
売
の
増
大
を

意
味
し
、
事
業
・
商
売
の
増
大
は
収
入
の
増
大
を
意
味
し
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
相
互
間
の
競
争
と
い
う
も
の
は
、

事
業
競
争
で
あ
り
、
同
業
の
ラ
イ
バ
ル
商
社
間
の
競
争
を
支
配
し
て
い
る
の
と
同
一
の
原
理
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
公
的
正
義

の
売
人
た
ち
は
、
他
の
商
人
ら
と
同
じ
く
、
高
額
の
支
払
い
を
受
け
取
る
こ
と
と
、
顧
客
の
愛
顧
を
増
や
す
こ
と
、
と
い
う
二
重
の
私
欲

に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
。（
サ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
・
）
ヘ
イ
ル
の
様
々
な
論
考
を
学
ぶ
者
は
、
王
座
部
裁
判
所
は
「
小
商
い
を
沢
山
（
※
稼
ぎ

に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
）sm

all gains and frequent

」
と
い
う
格
言
に
固
執
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
手
続
を
比
較
的
安
価
か

つ
効
率
的
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
競
争
相
手
た
ち
に
対
し
優
位
を
得
た
の
だ
が
、
一
方
で
、
民
訴
間
裁
判
所
は
、
め
っ
た
に
現
れ
な
い
裁

一
〇
〇
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判
所
の
顧
客
か
ら
時
折
大
金
を
毟
り
取
り
は
し
て
い
た
も
の
の
、
不
必
要
な
ほ
ど
多
数
の
裁
判
所
付
き
官
吏
と
高
額
な
方
式
書
に
よ
る
過

負
荷
に
陥
り
、
次
第
に
商
売
を
落
目
に
し
た
の
で
あ
る
と
、
結
論
付
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
表
現
は
、
現
代
の
読
者
の
耳
に
は
奇

異
に
聞
こ
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ヘ
イ
ル
自
身
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
表
現
ほ
ど
は
奇
異
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
ヘ
イ
ル
は
、「
各
自
、

自
ら
の
粉
挽
小
屋
へ
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
代
訴
人
た
ち
を
連
れ
込
も
う
と
や
っ
き
に
な
っ
て
い
る
裁
判
所
主
席
書
記
官
の
乱
闘
及
び

取
っ
組
み
合
いscram

bling and scuffl  ing am
ong protonotaries, each striving to get as m

any attorneys as he can to his 

m
ill

」
と
叙
述
し
て
お
り
、
民
訴
間
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
特
筆
し
て
、「
そ
の
法
廷
で
は
、
人
民
の
利
益
を
極
め
て
害
す
る
の
み
な
ら

ず
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
（
他
の
）
全
て
の
法
廷
に
（
※
民
訴
間
裁
判
所
に
対
し
て
の
）
有
利
な
立
場
を
提
供
し
、
か
つ
、
代
訴
人
の
料

金
を
膨
れ
あ
が
ら
せ
る
以
外
の
目
的
に
し
か
役
立
た
ず
で
、
目
下
の
所
、
そ
の
首
席
書
記
官
が
自
ら
の
地
位
を
買
収
し
た
代
償
を
有
利
に

償
還
す
る
た
め
に
私
的
収
入
（
ポ
ケ
ッ
ト
）
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
し
か
貢
献
し
な
い
一
定
の
非
合
理
的
な
様
々
な
慣
行
が
通
用
し
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
最
後
の
言
葉
は
示
唆
的
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
高
級
裁
判
官
職
が
裁
判
手
続
料
の
増
加
に
よ
り
個

人
的
な
利
害
を
感
じ
得
た
少
な
く
と
も
一
つ
の
態
様
（
※
現
実
社
会
で
の
現
象
の
現
れ
）
を
指
し
示
し
て
い
る
。
実
際
、
裁
判
手
続
料
に
よ

る
支
払
い
の
古
来
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
問
題
全
体
は
幾
つ
か
の
疑
問
を
触
発
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
法
廷
が
法
的
擬

制
に
よ
り
新
し
い
法
的
救
済
を
与
え
る
こ
と
に
最
も
活
発
で
あ
っ
た
と
観
察
さ
れ
る
期
間
が
、
大
法
官
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
領
域
を
侵
害

し
よ
う
と
、
換
言
す
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
商
売
を
引
き
剥
が
そ
う
と
、
ま
さ
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
と
正
確
に
一
致
す

る
の
は
単
な
る
偶
然
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
掛
け
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
裁
判
手
続
料
に
よ
る
（
※
裁
判
官
収
入
の
）
支
払
い
と
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
の
如
何
な
る
新
し
い
管
轄
権
を
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
性
向
が
同
時
に
消
滅
し
た
の
は
果
た
し
て
単
な
る
偶

然
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
各
種
裁
判
手
続
料
に
よ
る
（
※
裁
判
官
収
入
の
）
支
払
い
と
い
う
の
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
、（
※
権
利
救
済
の
）
結
果

（
IV
）
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報
酬
で
あ
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
、
例
え
ば
そ
の
給
料
の
三
分
の
一
が
仕
事
量
に
比
例
し
た
裁
判
手
数
料
に
依
存
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、

現
在
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
我
ら
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
の
一
つ
が
、
他
の
二
つ
の
裁
判
所
各
自
が
達
成
し
て
い
る
約
半
分
の
量
の
仕

事
を
認
可
・
処
理
す
る
と
い
う
現
況
の
ま
ま
あ
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
確
か
に
興
味
深
い
問
い
掛
け
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疑
問
の
う
ち
の
幾
ら
か
に
対
す
る
答
え
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
、
非
常
に
強
力
で

非
常
に
当
然
な
動
機
を
も
っ
て
、
様
々
な
時
期
に
お
い
て
、
疑
い
も
な
く
、
多
く
の
衡
平
的
改
善
の
導
入
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
。
実
際
、
我
々
の
法
の
最
良
の
そ
し
て
最
も
満
足
の
行
く
部
分
の
少
な
く
と
も
半
分
は
彼
ら
の
司
法
的
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
正

当
に
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
時
点
で
、
当
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
形
の
違
う
も
の
で
あ
る
が
、

あ
る
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
高
位
裁
判
官
職the B

ench

は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
が
、

そ
れ
以
上
は
踏
み
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
衡
平
の
導
入
に
有
能
で
あ
っ
た
コ
モ
ン
・

ロ
ー
裁
判
官
た
ち
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
か
れ
ら
の
抵
抗
に
あ
れ
だ
け
会
い
な
が
ら
も
大
法
官
府
が
導
入
し
た
法
改
良
を
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
中
に
自
か
ら
で
先
手
を
打
っ
て
導
入
し
な
か
っ
た
の
は
一
体
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

こ
の
疑
問
に
対
す
る
返
答
は
単
純
な
一
つ
の
答
え
を
た
だ
認
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
英
国
法
の
軌
跡
は
幾
つ
か

の
運
動
の
合
力
に
よ
る
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
あ
る
程
度
、
推
測
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て

多
か
れ
少
な
か
れ
満
足
の
行
く
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

一
〇
二



（
一
〇
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

法
的
救
済
を
与
え
よ
う
と
い
う
活
動
を
制
限
し
た
諸
原
因
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
高
位
裁
判
官
に
よ
る
衡
平
的
革

新
が
そ
こ
で
留
ま
り
制
限
さ
れ
て
い
た
様
々
な
限
界
や
そ
の
理
由
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
手
短
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
で
も
、「
新
訴
権
を
付
与
す
る
」
と
言
っ
て
正
面
か
ら
新
訴
権
を
付
与
す
る
者
は
決
し
て
誰
も

居
な
か
っ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
は
こ
こ
で
も
、
事
実
上
は
既
存
の
法
を
変
更
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
も
、
例
え
ば
、
権
利
回
復
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
表
立
っ
て
は
、
も
し
く
は
、
恐
ら
く
我
々
は
決
し
て
意
識
的
に
は
と
い
っ
て
い
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
立
法
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
官
た
ち
に
は
彼
ら
が
運
営
し
て
い
た
組
織
の
基
本
的
構
造
と

呼
び
う
る
も
の
を
変
革
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
全
て
の
訴
訟
と
い
う
も
の
は
究
極
的
に
は
令
状the w

rit

に
依
拠

し
て
い
た
。
訴
訟
全
体
の
流
れ
は
、
本
質
的
に
訴
答the pleadings

に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
た
し
、
そ
の
訴
答
そ
の
も
の
は
相
当
程
度
、

裁
判
官
と
い
う
も
の
が
不
当
介
入
す
る
権
限
も
無
い
し
そ
の
意
思
も
持
た
な
い
制
度
で
あ
る
陪
審
審
判trial by jury

の
帰
結
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
幾
つ
か
の
点
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
厳
格
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
準
則
が
、
今
日
に
い
た
っ
て
も
な
お
、
維
持
さ
れ
て
き

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
素
人
の
読
者
に
で
も
理
解
で
き
る
二
つ
の
例
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
既
婚
婦
人
と
い
う
も
の
は
、

大
法
官
府
裁
判
所
の
介
入
や
近
時
の
制
定
法
が
無
け
れ
ば
、
彼
女
の
財
産
に
対
し
て
未
だ
に
強
行
可
能
な
権
利
は
ほ
と
ん
ど
有
し
て
い
な

い
。
こ
の
点
は
よ
り
興
味
深
い
、
な
ぜ
な
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
折
り
に
ふ
れ
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
こ
の
過
酷
さ
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
望
み
を
表
明
し
て
き
た
し
、
代
理
権
法law

 of agency
を
曲
解
し
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
つ
つ
も
、
既
婚
婦
人
が
彼
女
の
夫

の
費
用
に
よ
り
生
活
必
需
品
を
取
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｘ
が
Ａ
に
二
〇
ポ
ン
ド
借
り
が
あ
り
、
Ａ
が
Ｘ

に
一
五
ポ
ン
ド
借
り
が
あ
る
場
合
に
、
Ｘ
が
Ａ
に
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
Ｘ
は
Ａ
か
ら
負
っ
て
い
る
金
額
か
ら
そ
の
四
分
の
三
に
当
た
る
Ａ

一
〇
三



（
一
〇
四
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

に
対
し
て
貸
し
が
あ
る
一
五
ポ
ン
ド
を
差
し
引
い
て
勘
定
、
も
し
く
は
相
殺
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
常
識
の
要

請
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
手
続
の
問
題
で
あ
り
、
厳
密
に
裁
判
所
の
指
揮
権
の
範
囲
内
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
相
殺
権
」
は
制
定
法
に
基
づ
く
権
利
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
理
論
上
で
は
、
Ａ
は
Ｘ
か
ら

二
〇
ポ
ン
ド
を
回
復
す
る
訴
訟
を
提
起
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
Ｘ
は
別
訴
訟
で
Ａ
か
ら
一
五
ポ
ン
ド
を
回
復
す
る
訴
訟
を
提
起
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
管
轄
領
域
を
拡
張
す
る
の
に
使
用
可
能
で
あ
っ
た
様
々
な
権
限
を
徐
々

に
廃
れ
る
に
任
せ
て
き
た
。
非
常
に
早
期
の
時
代
に
、
場
合
訴
訟
を
認
可
す
る
権
限
を
自
由
に
利
用
す
れ
ば
、
大
法
官
府
の
介
入
は
全
く

必
要
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
き
た
。
現
代
英
国
の
執
政
官
（
※
裁
判
官
）
た
ち
は
仮
定
的
事
例
に
対
し
て
判

決
を
宣
言
す
る
事
に
対
し
激
し
い
抵
抗
感
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
ク
ッ
ク
や
ホ
ウ
ル
ト
と
言
っ
た
よ
り
古

い
時
代
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
、
あ
る
一
事
件
を
、
そ
こ
で
直
接
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
問
題
の
決
定
に
は
不
必

要
な
、
様
々
な
一
連
の
関
連
し
た
全
て
の
疑
問
に
対
し
て
脇
か
ら
解
答
を
与
え
る
機
会
と
し
て
利
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
を
大
ま
か
に
言
え
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
各
裁
判
所
は
、
た
と
え
見
せ
か
け
で
あ
っ
て
も
、
確
立
し
た
シ
ス
テ
ム
の

様
々
な
準
則
の
中
に
留
ま
る
こ
と
と
首
尾
一
貫
し
う
る
そ
の
限
界
ギ
リ
ギ
リ
に
ま
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
発
展
さ
せ
た
が
、
一
方
で
、
そ
の

限
界
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
欠
如
も
し
く
は
権
限
・
能
力
の
欠
如
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
V
）

一
〇
四



（
一
〇
五
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

も
し
、
こ
の
事
実
の
描
写
が
実
質
的
に
正
確
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
現
象
の
原
因
は
二
項
目
に
整
理
可
能
で
あ
る
。

な
ぜ
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
が
「
法
務
官
達
」
を
模
倣
し
て
、
徐
々
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
衡
平
法
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
功
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
事
の
第
一
の
「
内
在
的
理
由
」
と
称
し
得
る
も
の
は
、
彼
ら
が
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
高
度
に
発
達
し
た
特
質
の
内
に
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
（
※
一
二
七
二
年
か
ら
一
三
〇
七
年
：
ポ

ロ
ッ
ク
＆
メ
イ
ド
ラ
ン
ド
の
叙
述
が
こ
こ
で
終
わ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
英
国
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
応
の
制
度
的
完
成
を
意
味
し
た
。）
の
早
期

に
ま
で
遡
っ
て
、
英
国
の
法
的
諸
制
度
が
い
か
に
技
術
的
で
厳
格
か
つ
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
か
を
、
人
は
驚
き
無
し
に
は
理
解

し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
制
定
法
を
少
し
で
も
学
ぶ
も
の
は
誰
で
も
、
裁
判
官
で
あ
れ
立
法
者
で
あ
れ
、
当
時
の

法
改
革
者
た
ち
は
、（
※
古
代
ロ
ー
マ
の
）「
法
務
官
達
」
が
正
義
の
準
則
に
合
致
す
る
よ
う
に
折
り
曲
げ
た
ロ
ー
マ
市
民
法
よ
り
も
は
る

か
に
複
雑
で
強
靭
な
材
質
を
持
っ
た
諸
制
度
を
変
革
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
上
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
厳
格
性
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
為
さ
れ
て
い
る
最
中
で
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ
る
こ
と
す
ら
無
い
ほ
ど

徐
々
に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き
た
法
変
革
に
よ
り
、
一
層
強
固
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
革
と
い
う
の
は
、
口
頭
訴
答
か
ら
書
面
訴
答

へ
の
変
遷
で
あ
っ
た
。
事
実
が
陪
審
に
付
さ
れ
る
前
に
両
当
事
者
が
法
廷
に
お
い
て
自
ら
の
訴
訟
原
因
を
口
頭
で
口
述
す
る
限
り
に
お
い

て
は
、
法
形
成
の
偉
大
な
権
限
は
、
訴
答
と
決
定
し
そ
れ
ら
を
（
※
古
代
ロ
ー
マ
の
）「
法
務
官
達
」
が
「
方
式
書form

ula

」
を
扱
っ
た

の
と
ほ
ぼ
同
じ
や
り
方
で
扱
っ
て
い
た
（
※
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
）
裁
判
官
た
ち
の
手
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
原
告
に
よ
る
請
求
と
被
告
に
よ
る

応
答
と
い
う
口
頭
の
法
的
議
論
は
、
技
術
的
な
諸
ル
ー
ル
の
厳
格
性
に
よ
る
弊
害
を
無
害
化
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
初
期
の
訴
答

に
関
す
る
リ
ポ
ー
ツ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
※
口
頭
手
続
で
は
、）
彼
は
自
己
の
主
張
を
訂
正
、
撤
回
、
変
更
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
〇
五



（
一
〇
六
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

事
実
、
最
も
技
術
的
な
訴
答
の
様
々
な
ル
ー
ル
と
い
う
も
の
は
恐
ら
く
は
、
当
初
は
口
頭
に
よ
る
弁
論
に
お
け
る
公
正
な
振
る
舞
い
の
た

め
に
設
置
さ
れ
た
全
く
良
識
的
な
諸
々
の
規
制
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
当
事
者
に
よ
る
事
件
に
お
け
る
主
張

が
両
当
事
者
も
し
く
は
両
当
事
者
の
代
訴
人
に
よ
り
（
※
予
め
）
作
成
さ
れ
た
正
式
の
書
面
・
文
書
の
形
を
取
る
よ
う
に
な
る
と
、
裁
判

所
に
よ
る
訴
答
監
督
は
存
在
し
無
く
な
っ
た
に
相
違
な
い
。
口
頭
に
よ
る
議
論
を
念
頭
に
置
い
て
考
案
さ
れ
た
様
々
な
（
訴
答
の
）
技
術

的
ル
ー
ル
が
書
面
に
よ
る
訴
答
へ
の
推
移
に
よ
り
有
害
な
細
則
に
堕
し
、
行
政
官
吏
に
よ
る
監
督
的
手
腕
に
よ
り
変
革
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
と
、
ま
さ
に
時
を
同
じ
く
し
て
、
か
か
る
裁
判
所
に
よ
る
訴
答
監
督
の
消
失
は
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
情
に
加
え
、
陪
審
審
判
は
そ
の
利
点
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
そ
し
て
利
点
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
文
明
の
進
歩
に
従
い
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
介
入
を
要
求
す
る
複
雑
な
請
求
及
び
反
対
請
求
の
調
整
に
は
一
貫
し
て
適

用
不
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
成
功
は
通
常
の
市
民
間
に
お
け
る
平
均
的
知
性
の
存
在
を
前
提
に
し
、
そ

の
さ
い
に
要
求
さ
れ
て
い
る
平
均
的
知
性
の
基
準
と
い
う
も
の
は
現
代
英
国
の
住
民
間
に
お
い
て
常
に
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も
の

よ
り
も
更
に
高
度
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
縛
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
同

時
に
裁
判
官
た
ち
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
各
裁
判
所
が
有
益
な
行
動
を
な
す
こ
と
を
阻
害
す
る
あ
る
事
情
に
よ
り
、
動
き
を
阻
ま
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
必
要
か
つ
十
分
な
人
数
の
従
属
官
吏
団
の
必
要
性
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
彼
ら
の
後
継
者
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ

と
の
な
い
制
度
上
の
欠
陥
に
よ
っ
て
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
、
彼
ら
の
判
決
を
執
行
す
る

こ
と
を
義
務
と
す
る
官
僚
た
ち
に
対
し
て
、
決
し
て
、
完
全
な
監
督
（
権
）
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
〇
六



（
一
〇
七
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
、
我
々
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
を
し
て
、
彼
ら
の
意
思
に
非
常
に
反
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
変
革
を
衡
平
法
裁
判
所
に
主
に
委
ね
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
第
二
の
、
言
わ
ば
外
在
的
原
因
と
呼
び
う
る
も
の
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
理
由
は
各
司
法
裁
判
所
の
行
政
的
政
府
に
対
す
る
始
原
的
関
係
の
中
に
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
の
し
か
る
べ
き
考
察
は
初
期

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
様
々
な
謎
に
解
答
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

英
国
の
各
種
法
廷
は
、「
王
会A

ula R
egia

（
※
国
王
の
宮
廷
、
国
王
の
会
議
、
国
王
の
宮
殿
、
国
王
の
法
廷
、curia regis

に
同
じ
）」
と
い

う
も
の
の
派
生
物
も
し
く
は
分
枝
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
利
点
の
一
つ
は
、
そ
れ
ら
は
急
速
に
法
廷
と
な
り
行
政
的
政
府
の

一
部
門
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
止
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
あ
る
視
点
で
は
そ
れ
ら
法
廷
の
最
強
の
一
面
で
あ
っ
た

も
の
は
、
別
の
視
点
で
は
最
弱
の
一
面
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
各
法
廷
が
司
法
的
性
格
を
得
て
、
行
政
的
性
格
を
失
う
に
つ
れ
、
そ
れ
ら

は
一
方
で
は
主
権
権
力
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
も
う
一
方
で
は
統
治
の
行
政
的
機
構
に
対
し
て
直
接
的
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
を
止

め
た
。
こ
の
裁
判
所
の
政
府
・
統
治
か
ら
の
分
離
が
予
期
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
触
れ
ら
れ
た
新
し
い
令
状
、
つ
ま
り
、

新
訴
権
を
付
与
す
る
制
定
法
（
※
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
第
二
法
）
の
中
で
、
そ
の
権
利
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
に
で
は
な
く
大

法
官
府
の
書
記
官
ら
に
与
え
ら
れ
た
が
、
同
時
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
に
な
る
ま
で
は
各
裁
判
所
と
大
法
官
府
の
分
離
は
す
ぐ
後

の
時
代
に
そ
う
な
っ
た
ほ
ど
に
は
決
し
て
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
を
他
の
諸
状
況
が
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
他

方
、
国
王
、
枢
密
院
及
び
大
法
官
府
は
、
区
分
さ
れ
う
る
機
関
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
実
質
的
に
異
な
る
主
権
的
権
限
が
残
っ
た
の

一
〇
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で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
は
、
執
行
的
行
政
部
、
す
な
わ
ち
行
政
政
府
を
代
表
し
て
お
り
、
王the K

ing

、
枢
密
院the 

council
、
大
法
官the chancellor

に
お
い
て
は
、
他
の
如
何
な
る
官
僚
よ
り
も
国
王
及
び
枢
密
院
が
代
表
さ
れ
、
後
の
世
紀
に
は
減
じ

て
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
元
来
は
英
国
議
会
や
各
種
裁
判
所
な
ど
と
い
っ
た
個
別
機
関
が
有
す
る
特
定
的
権
威defi nite 

authority

よ
り
は
る
か
に
超
越
し
た
〝
留
保
さ
れ
た
〞
国
王
の
権
限
、
ま
た
は
〝
限
定
の
な
い
〞
国
王
の
権
限
と
呼
ば
れ
得
る
も
の
で

あ
り
続
け
た
。
換
言
す
る
な
ら
、
大
法
官
は
そ
の
当
初
か
ら
そ
し
て
現
在
に
お
い
て
も
、
司
法
機
構
で
あ
る
と
同
時
に
、
内
閣
・
統
治
機

構
の
一
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
初
は
大
法
官
の
あ
り
か
た
は
現
在
の
大
法
官
の
あ
り
か
た
と
は
違
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大

法
官
は
行
政
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
彼
の
法
的
、
司
法
的
な
性
格
は
そ
の
事
実
と
分
離
不
可
能
で
あ
り
、
裁
判
官
と
し
て
の
大
法

官
の
行
為
は
創
成
期
に
は
行
政
・
政
府
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
そ
の
地
位
の
単
な
る
帰
結
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
王
、
も
し
く

は
、
特
別
に
国
王
（
※
の
権
限
）
を
代
表
す
る
大
法
官
は
、
時
に
は
非
常
に
脆
弱
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
中
世
の
行
政
府
が
有
し
た
あ

ら
ゆ
る
行
政
的
権
限
を
そ
の
手
に
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
通
常
裁
判
官
が
可
能
な
よ
り
も
遥
か
に
実
効
的
な
裁
判
を
な
す
こ
と
が

し
ば
し
ば
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
法
官
の
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
司
法
へ
の
）
介
入
は
元
来
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
行
政
政
府
の
介
入
で

あ
り
、
国
王
と
い
う
も
の
は
、
通
常
裁
判
官
た
ち
が
法
の
技
術
性
に
よ
り
正
義
を
実
現
で
き
な
い
場
合
に
正
義
を
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
か
、
も
し
く
は
、
こ
れ
は
よ
り
説
得
力
の
あ
る
理
由
で
あ
る
の
だ
が
、
司
法
裁
判
所
が
無
力
で
彼
ら
の
判
決
に
実
効
性
を
も
た
せ
る

事
が
で
き
な
い
場
合
に
行
政
府
が
法
を
強
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
非

常
に
あ
り
得
る
推
測
で
あ
り
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

行
政
府
の
一
員
と
し
て
の
大
法
官
の
特
質
は
、
現
代
研
究
者
か
ら
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
ず
関
心
も
持
た
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼

（
V
I）
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ら
は
、
今
日
、
大
法
官
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
法
廷
を
支
配
し
て
い
る
の
と
同
様
の
固
定
化
し
た
技
術
的
な
司
法
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て

お
り
、
ま
た
過
去
に
お
い
て
も
、
長
年
そ
の
よ
う
に
し
て
来
て
い
る
の
を
見
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、「
衡
平equity

」
だ
と

か
「
法
廷
の
良
心the conscience of the court

」
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
表
現
が
真
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
全
く
誤
解
し
て
、
衡
平

法
の
恣
意
的
性
質
に
対
し
多
く
の
冷
笑
が
浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
見
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の

大
法
官
府
裁
判
所
の
手
続
に
由
来
す
る
様
々
な
観
念
を
、
よ
り
古
い
時
代
の
大
法
官
た
ち
へ
と
持
ち
込
む
こ
と
は
、
実
務
法
曹
と
し
て
の

み
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
学
ぶ
も
の
が
特
に
陥
り
や
す
い
時
代
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
学
習
者
が
犯
し
や
す
い
過
ち
を
訂
正
す
る

の
に
は
、
ス
ペ
ン
ス
氏
が
傾
倒
し
て
き
た
「
大
法
官
府
裁
判
所
の
廃
れ
た
管
轄
権
」
の
諸
章
を
精
査
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
彼
ら
は
大
法
官
、
も
し
く
は
現
代
的
用
語
を
使
う
な
ら
、
行
政
政
府
の
司
法
官
僚
た
ち
が
、
無
法outrage

及
び
略
奪
・
破
壊

行
為spoliation

や
、
司
法
手
続
妨
害
、
司
法
官
僚
の
腐
敗
、
及
び
一
般
的
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
が
効
果
的
な
正
義
を
達
成
す
る
能

力
を
持
た
な
い
全
て
の
事
案
に
お
い
て
、
継
続
的
に
介
入
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
誰
で
あ
れ
、
大
法
官
府
に

よ
り
運
営
さ
れ
た
衡
平
法
の
根
源
的
、
そ
し
て
本
質
・
自
然
的
特
質
と
呼
ば
れ
得
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
疑
う
者
に
は
同
著
作
者
に
よ

る
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
及
び
そ
の
直
接
の
相
続
者
達
の
治
世
下
で
大
法
官
た
ち
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
訴
権
を
補
完
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
裁
判
所
の
権
限
に
よ
り
厳
格
な
倫
理
的
諸
義
務
を
強
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
解
説
を
読
ま
せ
る
が
い
い
。

ハ
ッ
ト
ンH

atton

大
法
官
が
原
告
に
対
し
て
、
彼
の
お
じ
に
対
し
恭
順
で
あ
る
よ
う
勧
告
す
る
の
を
見
る
と
き
、
ま
た
、
様
々
な
案
件

で
、
一
方
の
当
事
者
が
他
方
の
当
事
者
に
向
か
っ
て
公
開
の
法
廷
や
そ
の
他
の
場
所
で
許
し
を
請
う
よ
う
に
命
令
す
る
の
を
見
る
と
き
、

「
女
王
の
聖
な
る
良
心
（the

） holy conscience of the Q
ueen

」
を
根
拠
と
し
て
あ
る
大
法
官
が
彼
の
判
決
を
下
す
の
を
見
る
と
き
、

そ
し
て
、
先
の
用
語
が
国
璽
尚
書L

ord K
eeper

が
あ
る
事
件
の
判
決
に
対
し
て
、
女
王
陛
下
か
ら
私
的
な
指
図
を
受
け
て
い
る
こ
と

（
V
II）
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を
意
味
す
る
と
説
明
さ
れ
る
の
を
想
起
す
る
と
き
、
我
々
は
い
か
に
原
初
的
な
大
法
官
府
に
よ
る
衡
平
法
上
の
管
轄
権
と
「
国
王
・
王
権

the C
row
n

」（
※
死
ぬ
こ
と
の
な
い
法
人
と
し
て
の
抽
象
的
国
王
の
地
位
を
意
味
す
る
。）
の
主
権
的
権
限
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、「
衡
平
法
・
衡
平equity

」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が
い
か
に
簡
単
に
主
権
者
の
恣
意
的
意
思
が
裁
判
所
の
判
決

を
覆
す
こ
と
の
単
な
る
仮
面
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
り
得
る
の
か
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

あ
る
制
度
が
他
の
制
度
に
反
発
す
る
あ
の
興
味
深
い
や
り
方
で
、
大
法
官
府
に
よ
る
（
※
各
種
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
へ
の
）
介
入
と
い

う
も
の
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
固
定
化
と
厳
格
化
と
い
う
も
の
を
推
進
し
た
。（
※
古
代
ロ
ー
マ
の
）「
法
務
官
達
」
と
比
較
し
た
場
合
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
た
ち
の
保
守
主
義
を
批
判
し
て
、
多
く
の
こ
と
が
正
当
に
言
わ
れ
得
る
。
し
か
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
各
裁
判
所

は
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
特
異
な
危
機
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
行
政
権
か
ら
隔
絶
し
て
い
た
の
で
、
王
権the C

row
n

と
密
接
に
繋
が
っ
た
あ
る
官
吏
（
※
大
法
官
）
に
よ

る
介
入
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
法
官
は
、
疑
い
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
（
王
権
と
の
）
繋
が
り
に
よ
り
、
多
く
の
事

件
に
お
い
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
法
準
則
よ
り
、
よ
り
柔
軟
で
、
よ
り
正
義
に
適
合
的
で
あ
り
、
よ
り
公
正
で
あ
る
法
準
則
を
導
入
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、（
一
方
に
お
い
て
、）
そ
の
本
質
は
国
王
諮
問
会
議
と
大
法
官
府
と
星
室
裁
判
所
の
密
接
な
関
連
性
に
つ
い

て
考
察
し
た
者
に
な
ら
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
法
官
た
ち
は
法
の
統
治the governm

ent of law

を
主
権
者
意
思the w

ill of 

the sovereign

に
代
置
す
る
と
い
う
一
つ
の
傾
向
性
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
傾
向
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
が

抵
抗
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
し
、
事
実
彼
ら
は
抵
抗
し
、
そ
れ
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
恣

意
的
権
力
と
の
戦
い
を
継
続
す
る
中
で
、
裁
判
官
た
ち
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
偏
狭
性
と
技
術
性
を
高
め
る
一
方
で
、
相
当
程
度
に
お
い
て

一
一
〇
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コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
よ
り
公
正
か
つ
衡
平
な
形
に
成
形
す
る
努
力
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
後
の
時
代
に
な
り
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
卿
の
よ
う
な
偉
大
な
法
律
家
は
、
最
良
の
古
代
ロ
ー
マ
の
政
務
官
の
真
実
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
彼
が
主
宰
し
た
法
的
シ
ス
テ
ム
の

境
界
を
伸
展
せ
し
め
よ
う
と
試
み
た
の
だ
が
、
彼
の
様
々
な
努
力
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
の
物
事
を
達
成
し
た
も
の
の
、
非

直
接
的
立
法
が
立
法
府
に
よ
る
直
接
的
立
法
の
作
用
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
た
と
い
う
単
純
な
理
由
か

ら
、
一
定
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
の
達
成
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
英
国
に
お
い
て
な
ぜ
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
エ
ク
イ
テ
ィ
と
い
う
二
つ
の
体
系
が
並
立
的
に
発
展
し
た
の
か
？
、
と
い
う
疑
問

に
対
す
る
も
っ
と
も
端
的
な
解
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
あ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
、
非
常
に
強
い

各
種
の
動
機
か
ら
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
準
則
を
変
革
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
機
が
存
在
し
な
く
な
る
に
伴
い
、
そ
の
司
法
改
革
も
停
止
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
裁
判
官
た
ち
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
の
各
種
政
務
官
の
よ
う
な
熱
意
を
持
っ
て
行
動
し

た
こ
と
は
な
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ーthe law

の
改
良
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
官
が
非
活
動
的
で
あ
っ
た
理
由
は
、
究
極
的
に
は
、

（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
）
各
裁
判
所
は
特
異
な
ほ
ど
早
期
に
統
治
か
ら
分
離
し
、
一
部
に
は
そ
の
権
力
の
無
さ
か
ら
、
一
部
に
は
他
の
様
々
な

理
由
か
ら
「
王
権the C
row
n

」
に
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
あ
る
官
吏
（
※
大
法
官
）
に
衡
平
（
法
）
の
導
入
を
任
せ
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

了

一
一
一



（
一
一
二
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
1
） 

“T
he A

cadem
ical S

tudies of the C
ivil L

aw
. A
n Inaugural L

ecture delivered at O
xford, F

eb. 25, 1871. B
y Jam

es B
ryce, D

. 

C
. L
.., R
egius P

rofessor of C
ivil L

aw
 in the U

niversity of O
xford.” M

acm
illan and C

o.-“Institutionen” von C
. F
. P
uchta. 

L
eipzig: B

retkopf und H
ärtel. “R

eeves’ H
istory of E

nglish L
aw

” R
eeves and T

urner.

（
※
原
注
マ
マ
、
先
に
あ
る
の
は
ダ
イ
シ
ー
の

旧
来
の
友
人
で
あ
り
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
マ
法
の
欽
定
講
座
教
授
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
イ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
け

る
「
就
任
記
念
特
別
講
演Inaugural L

ecture

」
で
あ
る
が
、
後
に
続
く
、
プ
ク
タ
のInstitutionen

と
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ブ
ズ
のH

istory of 

E
nglish L

aw
と
の
正
確
な
関
連
性
は
不
明
。
最
後
のR

eeves and T
urner.

は
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ブ
ズ
で
は
な
く
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
出
版
社
の
名

称
の
よ
う
で
あ
る
。「“”
」
で
括
っ
て
あ
る
が
、
後
の
二
書
は
論
文
で
な
く
書
名
で
あ
る
。
本
論
文
は
ブ
ラ
イ
ス
の
ロ
ー
マ
法
学
の
ダ
イ
シ
ー
に
対

す
る
影
響
と
も
理
解
可
能
で
あ
る
。）

訳
注

（
Ⅰ
）　

サ
ー
・
ロ
イ
ド
・
ケ
ニ
ヨ
ンS
ir L
loyed K

enyon 

（1732-1802

）
初
代
ケ
ニ
ヨ
ン
男
爵

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
裁
判
官
、
政
治
家
。

小
ピ
ッ
ト
内
閣
の
法
務
総
裁
と
し
て
知
ら
れ
る
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
の
次
の
首
席
判
事
で
も
あ
る
。

ダ
イ
シ
ー
に
よ
る
「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
の
天
才
へ
の
侮
蔑
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
」
と
の
言
は
、
ケ
ニ
ヨ
ン
が
法
改
革
者
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
の
出
来
の
悪
い
反
動
主
義
的
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大
学
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
か
っ
た
が
、

間
違
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
使
用
で
大
法
官
府
の
時
代
は
補
佐
官
を
困
ら
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
務
裁
判
官
と
し
て
は
有
能
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら

れ
る
が
、
大
法
官
府
に
勤
め
な
が
ら
ロ
ー
マ
法
に
無
知
で
あ
っ
た
と
か
、
王
座
部
裁
判
所
の
首
席
判
事
に
任
命
さ
れ
る
際
に
今
度
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー

に
無
知
で
あ
る
の
で
周
り
が
務
ま
る
か
案
じ
て
反
対
し
た
と
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
無
教
養
で
話
題
に
な
っ
た
人
物
で

も
あ
る
。

（
Ⅱ
）　

一
二
七
五
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
制
定
に
よ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
第
二
）
法
。

一
一
二



（
一
一
三
）

英
米
法
に
お
け
る
ダ
イ
シ
ー
理
論
と
そ
の
周
辺
（
加
藤
・
菊
池
）

　
（
英
）In sim

ilar cases, the rem
edy should be sim

ilar.
　
（
羅
）In consim

ili casu, consim
ile debet esse rem

edium
. 

﹇S
tat. W

est. 21 C
. 24, 13 E

d. 1.

﹈

「
同
様
の
事
例
に
は
、
同
様
の
救
済
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。」

大
法
官
府
の
書
記
に
今
ま
で
救
済
し
て
い
た
場
合
に
似
た
場
合
を
類
推
拡
大
解
釈
か
ら
救
済
す
る
よ
う
に
新
し
い
令
状w

rit

を
創
出
す
る
権
限

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
の
原
則
で
あ
る
「
権
利
あ
る
と
こ
ろ
に
救
済
あ
り
。」
に
精
神
は
通
底
す
る
。
既
に
一
三
世
紀
に
ブ
ラ
ク
ト

ン
『
イ
ギ
リ
ス
の
法
と
慣
習
に
つ
い
て
』
第
二
巻
で
「
何
の
先
例
も
慣
習
の
な
い
新
し
い
案
件
が
起
こ
っ
た
が
、
同
様
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
場

合
に
、
同
様
の
も
の
に
よ
り
判
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
適
用
範
囲
は
非
常
に
広
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
判
例
法

C
ase L

aw

を
支
え
る
「
先
例
拘
束
主
義
」
の
大
原
則
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
ダ
イ
シ
ー
は
、
当
制
定
法
を
王
座
部
裁
判
所
に
お
け
る
「
場
合
訴
訟
」

に
よ
る
衡
平
的
救
済
手
段
の
付
与
と
関
連
付
け
て
い
る
。

（
Ⅲ
）　

契
約
の
不
履
行
時
に
雪
冤
宣
誓
に
よ
り
債
務
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
へ
の
言
及
で
あ
ろ
う
。
ダ
イ
シ
ー
は
一
九
世
紀
末
の
自
由
主
義

者
ら
し
く
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
基
づ
く
雪
冤
宣
誓
を
不
合
理
な
迷
信
と
切
っ
て
捨
て
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
態
度

は
、
良
心
の
法
廷
と
し
て
の
大
法
官
府
裁
判
所
に
対
す
る
言
及
で
、
一
切
そ
の
カ
ノ
ン
法
や
道
徳
神
学
と
の
繋
が
り
に
触
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
も

表
わ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、
単
に
契
約
を
破
る
だ
け
な
ら
、
道
徳
神
学
的
に
は
約
束
違
反
と
し
て
「
信
義
違
反breach of 

faith

」
だ
け
で
あ
る
が
、
雪
冤
宣
誓
に
よ
り
嘘
を
つ
い
て
債
務
か
ら
逃
れ
る
場
合
は
、
人
間
の
み
な
ら
ず
神
に
対
す
る
信
義
違
反
で
あ
る
涜
聖

blasphem
y

の
一
種
で
あ
るperjury

偽
誓
の
大
罪
に
当
た
る
が
、
そ
の
こ
と
さ
え
平
気
な
悪
党
で
あ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
訴
訟
か
ら
逃
げ
お
お
せ

る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）　his m
ill

粉
挽
小
屋
、
比
喩
的
に
、
飯
の
種
を
作
り
出
す
場
所
。
例
、「N

o M
ill, N

o M
eal.

ま
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
。（
働
か
ね
ば
飯
は
な
し
。）」

な
ど
。

（
Ⅴ
）　

サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ホ
ウ
ル
トS

ir John H
olt 

（1642-1710

）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
オ
ー
リ
オ
ー
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
び
一
六
七
〇
年
頃
グ
レ
イ
ズ
・
イ
ン
に
所
属
、
一
六
七
三
年
に
法
曹
資
格
取
得
、

一
六
八
八
年
に
名
誉
革
命
で
即
位
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
治
世
下
で
の
王
座
部
裁
判
所
主
席
判
事
を
務
め
た
。

一
一
三



（
一
一
四
）

日
本
法
学　

第
七
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
Ⅵ
）　
「
二
〇
〇
五
年
憲
法
改
革
法
」（C

onstitutional R
eform

 A
ct 2005

）
に
よ
り
、
今
日
で
は
大
法
官
の
司
法
的
、
立
法
的
権
能
は
消
失
し
た
。

（
Ⅶ
）　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ペ
ン
スG

eorge S
pence 

（1787-1850

）

法
学
者
、
国
会
議
員
で
も
あ
り
、
衡
平
法
裁
判
所
改
革
の
唱
道
者
、
衡
平
法
裁
判
所
の
歴
史
家
と
し
て
主
に
知
ら
れ
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の

最
初
の
英
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、G

eorge S
pence, T

h
e E

qu
itable Ju

risd
iction

 of th
e C

ou
rt of C

h
an

cery: C
om

prisin
g its R

ise, 

P
rogress, an

d
 F

in
al E

stablish
m

en
t, 2 vols, 

（L
ondon, 1846-9

）
の
大
著
で
あ
る
。

（
Ⅷ
）　

サ
ー
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ハ
ッ
ト
ン S

ir C
hristopher H

atton 

（1540-91

）

　

一
六
世
紀
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
治
世
下
の
代
表
的
な
大
法
官
で
寵
臣
。

一
一
四


